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【彙報】?
①展示会・講演会開催報告?
?
松本展示会・講演会「東亜同文書院大学から愛知大学へ」?
 
 
愛知大学豊橋研究支援課長? 田辺?勝巳 
 
? 10 月 1 日～4 日、長野県の松本市美術館にて、愛知大学東亜同文書院大学記念センター
主催／文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の展示会・講演会「東亜同文書院
大学から愛知大学へ」を開催しました。 
? この展示会・講演会は毎年開催している事業で、歴史的資料や写真、関係者の講演を通
じて本学、そして本学と関わりの深い東亜同文書院への関心と理解を深めていただくこと
を目的としております。これまでに横浜、東京、弘前、神戸、シカゴ、京都、米沢、名古
屋、富山、沖縄、長崎、岐阜、広島での実績があり、15 回目となる今回は、長野県松本市
での開催となりました。 
? 松本市は、本学第 3 代学長である小岩井淨のゆかりある地です。展示会場では、東亜同
文書院大学と愛知大学に関する展示のほか、小岩井淨の生い立ちからご当地とのつながり、
そのほか各エピソードを紹介した特設展示コーナーを設け、市民の方々に東亜同文書院と
本学が身近な存在であることを紹介致しました（展示パネルの一部は本紀要に掲載）。来場
者数は、期間中のべ 220 名にのぼりました。 
? 講演会では、松本市文書館前館長の小松芳郎氏をはじめ、3 講演を行いました。 
 
? ? ◇講演 ?．「小岩井先生と松本」?
? ? ? ? ? ? ? ? 小松芳郎（松本市文書館特別専門員、前同館館長） 
? ? ◇講演 ?．「小岩井先生との思い出」 
? ? ? ? ? ? ? ? 可児光治（愛知大学文学部文学科（昭和 33年）卒、元東邦高校教諭） 
  祖父江哲一（愛知大学法経学部経済学科（昭和 37年）卒、松本革新懇代表世話人、 
松本市歴史の里あゆみの会（ガイドボランティア）） 
熊谷達三（愛知大学法経学部経済学科（昭和 31年）卒、元トーワ物産株式会社取締役 
名古屋事業所長） 
? ? ◇講演 ?．「東亜同文書院大学から愛知大学へ～小岩井淨と本間喜一～」?
? ? ? ? ? ? ? ? 三好章（愛知大学東亜同文書院大学記念センター長・現代中国学部教授） 
 
? 今回は、9 月 9 日～30 日に、あがたの森文化会館（旧松本高等学校）の復元校長室にて
「先行パネル展」を開催しました。旧松本高等学校復元校長室を初めて展示利用に許可さ
れた当センターにとって、数百名の来場者の方々に本学のルーツと小岩井淨を知ってもら
えた意義ある催しとなりました。 
松本市美術館にて展示したパネルの一部を次ページ以降に紹介します。制作にあたり、
『愛知大学 10 年の歩み』（愛知大学十年史編纂委員会、1956 年）、『愛知大学新聞 112 号 小
岩井淨追悼特集号』（愛知大学新聞会、1960 年）、『愛知大学創設期からの想い出写真文集』
（「愛知大学創設期からの想い出写真文集」編集部、1997 年）を出典といたしました。 
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? 
（上・中・下）あがたの森文化会館（旧松本高等学校）復元校長室での先行パネル展の様子?
 東亜同文書院は、1901(明治34) 年、荒尾精の志を
うけた近衛篤麿（貴族院議長）や、根津一らが、日本
最初の海外高等教育機関として中国上海に設立した
ビジネススクールで、1939 (昭和14) 年に大学に昇格
した。日本各県から選ばれた給費学生を中心に受入
れ、のちに私費学生や満鉄および新聞社などからの
派遣生も加わった。 
東亜同文書院は、日中両国の経済提携と善隣友
好の促進をめざし、画期的なビジネス教育を実践し
た。その一つは、自力で実務をこなせるだけの中国語・
英語の習得と、もう一つは、貿易取引の仕組みや商品
などの調査を通して中国の現実を知るための大調査
旅行であった。 
大調査旅行は、1905年、2期卒業生が外務省の委
託を受け始り、その調査コース総数は700近くに達し
た。2～6人単位で班を結成した書院生は、希望地と
希望調査テーマを持ち、中国各地や東南アジアへ3
～5ヵ月間、徒歩中心による調査を行った。この時の
卒業論文「調査報告書」、日記体の記録「大旅行誌」
は、20世紀前半期の近代中国を知る貴重な資料とし
て、後継の愛知大学で所蔵している。 
1945(昭和20) 年、敗戦とともに東亜同文書院大学
は45年で幕を閉じた。最後の学長本間喜一は、後継
校地を日本国内に探すことを指示する一方、東亜同
文書院（大学）卒業生・在学生約5,000名の学籍簿・
成績簿を教職員・学生の個々のリュックサックに忍ば
せて持ち帰らせた。 
 
愛知大学記念館 
（国の登録有形文化財） 
 
日本、中国ほか世界各国で活躍された卒業生の主な就職先 
【実業界】三井物産、三菱商事、大倉、古河、日商岩井（旧鈴木商店）、住友、トーメン、伊藤
忠、日綿実業、丸紅、兼松江商 【海運】日清汽船、東亜海運、大連汽船、山下汽船、日本
郵船 【紡績】大日本紡績、鐘紡、帝人、東洋紡 【金融】横浜正金銀行、台湾銀行、朝鮮銀
行、日本銀行、満州中央銀行、三井銀行、三菱銀行、住友銀行 【マスコミ】漢報、上海、支
那時報、大青島報、大陸新報、上海タイムス（英文）、外交時報、朝日新聞、毎日新聞、読
売新聞、中日・東京新聞、神奈川新聞、共同通信、福島新報、西日本新聞、NHK、TBS、北
海道テレビ、朝日放送（ABC）、中部日本放送（CBC）、テレビ長崎、テレビ愛知、宮崎放送 
【外交官】ルーマニア大使、モンゴル大使、東亜局長、各地の領事 
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愛知大学記念館(旧本館) 
1908年 旧陸軍第15師団司令団本部
として竣工 
1946-96年 愛知大学本館として使用 
1998年 文化庁により国の登録有形文
化財に指定 
 
愛知大学は、1946(昭和21)年、東亜同文書院大
学最後の学長本間喜一や、小岩井浄、神谷龍男、木
田彌三旺はじめとした東亜同文書院大学関係者が
中心となり、愛知県豊橋市長の支援もあり、豊橋市の
旧陸軍士官学校（旧陸軍第15師団）跡地に、当時、
中部地区唯一の法文系大学として創立された。設立
にあたり、吉田茂内閣総理大臣に旧制大学として許
可され、日本で第49番目の開学であった。 
愛知大学は、戦後混迷の時代、初代学長林毅陸、
第2・4代本間喜一、第3代小岩井浄らにより礎が作ら
れた。愛知大学の「愛知」は「智＝知を愛する者が集
う」を意味し、設立趣意書には戦後創立された大学と
しては画期的な「国際的な教養と視野をもった人材の
育成」「地域社会への貢献」が明記されている。 
そして、帰国時に上海から持ち帰った東亜同文書
院の学籍簿・成績簿を、愛知大学にて保管している。 
〇 
〇◆⾞道校舎 
■豊橋校舎 
名古屋校舎 
● 
大学院  
 文学研究科 
文学部 
地域政策学部 
短期大学部 
法学部 
経済学部 
経営学部 
現代中国学部 
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 
法科大学院 
大学院 
 法学・経済学・経営学・中国 
 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科 
できごと 年 月 豊 橋   名古屋
愛知大学 創立
元東亜同文書院大学の教授を中心に、元京城帝国大学、元台北
帝国大学等の教授により、財団法人愛知大学を設立(1946年11
月15日、旧制大学)
1946 11 豊橋校舎 開校
愛知県豊橋市の南部旧豊橋陸軍予備士官学校
（陸軍第15師団）跡地に旧大学令により旧制
大学として創立
1947 1 予科 開設
4 法経学部 法政科・経済科 設置
国際問題研究所 設立 1948 6
学制改革により新制大学設置 1949 4 法経学部 法学科・経済学科 設置
文学部 社会学科 設置
霞山文庫買収 1950 3
名古屋分校 開校 4 文学部 文学科 設置短期大学部法経科第二部、文科第二部 設置 名古屋分校 開校東邦学園高等学校１棟6教室を借用して開講
（名古屋市東区赤萩町）
短期大学部法経科第二部 設置
私立大学法の施行に伴い、
財団法人愛知大学を学校法人愛知大学に組織変更
1951 3
名古屋校舎 移転拡張 5 名古屋校舎 移転拡張
元中京女子短期大学の校地及び校舎を購入、
現在の名古屋校舎・車道校舎の基礎を築く
（名古屋市東区住還町⇒（住所変更）東区筒
井二丁目10-31）
綜合郷土研究所 設立 6
中部地方産業研究所 設立 1953 3
4 大学院法学研究科、経済学研究科 設置
東亜同文書院作成の『華日辞典』原稿カード
が中華人民共和国より本学へ譲渡
1954
華日辞典編纂処(現、中日大辞典編纂所) 設置 1955 4 法経学部教養課程 開講
　 1956 4 文学部 史学科 設置
1958 4 文学部 哲学科 設置
1959 4 短期大学部文科第二部を廃止し、短期大学部文科
（女子） 設置
1961 4 短期大学部 生活科（女子） 設置 法経学部専門課程 開講
経営学研究所(経営総合科学研究所に1990年改称) 設置 1962 4
山岳部学生13名富山県薬師岳で全員遭難 1963 1
4 法経学部第一部 経営学科 設置 法経学部第一部 経営学科 設置
『中日大辞典』初版刊行(現在は第3版) 1968 2
豊橋鉄道渥美線「大学前」駅(現「愛知大学前」駅)新設 4
1972 9
愛大事件判決上告棄却確定 1973 4
愛知大学学術訪中団中国訪問(南開大学招請) 6
北京大学代表団来学 1974 11
愛知大学等学生訪中団、南開大学・北京大学等訪問 1976 6
セミナーハウス開設(南設楽郡鳳来町富栄) 11
1977 4 大学院経営学研究科 設置
西加茂郡三好町に約20万平方メートルの校地確保 1979 6 短期大学部法経科第二部 廃止
愛知大学代表団訪中(南開大学・北京語言学院・中国教育部・中日友好
協会・中国社会科学院近代史研究所・北京大学等訪問)
1980 10
名古屋校舎 新キャンパス(三好) 開校
　※名古屋校舎から移転
車道校舎 に名称変更
   ※名古屋校舎は車道校舎に名称変更
1988 4 短期大学部に留学生別科、別科（英語専修・生活環
境専修）開設 車道校舎 ※名古屋校舎は車道校舎に名称変更 名古屋校舎 新キャンパス(三好) 開校
※名古屋校舎は名古屋市東区筒井から西加茂郡三好
町に移転
1989 4 経済学部1部、経済学部2部 設置
※法経学部第一部・法経学部第二部の学生募集停止
法学部2部 設置
※法経学部第一部・法経学部第二部の学生募
集停止
法学部1部、経営学部 設置
大学院法学研究科、経営学研究科を豊橋校舎から移
設
『中国政経用語辞典』刊行(国際問題研究所編纂) 1990 9
1991 4 大学院中国研究科 設置
文学研究科 日本文化専攻・地域社会ｼｽﾃﾑ専攻・
欧米文化専攻 設置
東亜同文書院大学記念センター 設立
大学記念館設置(※東亜同文書院大学記念センターを配置)
1993 5
白樺高原ロッジ建設(長野県立科町) 1995 12
1997 4 短期大学部別科（英語専修・生活環境専修）廃止 現代中国学部 設置
12 法経学部第一部、法経学部第二部 廃止 法経学部第一部、法経学部第二部 廃止
教養部廃止 1998 4 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科、
比較文化学科（昼夜開講制） 設置
1999 4 文学部 日本・中国文学科、欧米文学科 設置
※文学科 改組
エクステンションセンター開設 2000 4 短期大学部 言語文化学科、現代生活学科 に名称
変更
2002 3 短期大学部留学生別科 廃止
4 外国人留学生別科　開設
大学院国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科 設置
国際中国学研究センター（ICCS）設立 10
三遠南信地域連携センター(現、三遠南信地域連携研究センター)設立 2004 4 経済学部1部を 経済学部 に名称変更
2005 3 大学院法学研究科 廃止
4 文学部 人文社会学科 設置
※文学科、社会学科、史学科、日本・中国文学科、
欧米文学科改組
短期大学部 ライフデザイン総合学科 設置
※言語文化学科、現代生活学科改組
経営学部 会計ファイナンス学科 設置
2006 3 外国人留学生別科 廃止
愛知大学孔子学院 設置 4
愛知リーガルクリニック法律事務所 開設 2009 10
2011 3 経済学部2部 廃止 法学部2部 廃止
4 地域政策学部 設置
名古屋校舎 新キャンパス 開校
  ※名古屋キャンパス（三好）から移転
国際ビジネスセンター 設置
2012 4
■ 文・地域政策・短期大学部（3学部）
※名古屋新キャンパス開校時に、経済・国際コミュ
ニケーション学部が豊橋から名古屋に移設
2013 4 国際コミュニケーション学部言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科を
英語学科 に名称変更
名古屋キャンパス第2期工事起工(2017年度全面完成予定) 2014
人文・社会学研究所 設立 2015 大学院会計研究科（専門職大学院）廃止
大学創立70周年 2016
名古屋校舎 新キャンパス 開校
■ 法・経済・経営・現代中国・国際ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ学部（5学部）
※名古屋校舎は西加茂郡三好町から名古屋市中村区
平池町に移転
短期大学部法経科第二部を廃止し、法経学部
第二部法学科（夜間）、経済学科（夜間）
設置
車道校舎 新キャンパス開校
大学院法務研究科（専門職大学院）
 ＝法科大学院 設置
法学部1部を 法学部 に名称変更
大学院会計研究科（専門職大学院）
 ＝会計大学院 設置
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愛知大学記念館(旧本館) 
1908年 旧陸軍第15師団司令団本部
として竣工 
1946-96年 愛知大学本館として使用 
1998年 文化庁により国の登録有形文
化財に指定 
 
愛知大学は、1946(昭和21)年、東亜同文書院大
学最後の学長本間喜一や、小岩井浄、神谷龍男、木
田彌三旺はじめとした東亜同文書院大学関係者が
中心となり、愛知県豊橋市長の支援もあり、豊橋市の
旧陸軍士官学校（旧陸軍第15師団）跡地に、当時、
中部地区唯一の法文系大学として創立された。設立
にあたり、吉田茂内閣総理大臣に旧制大学として許
可され、日本で第49番目の開学であった。 
愛知大学は、戦後混迷の時代、初代学長林毅陸、
第2・4代本間喜一、第3代小岩井浄らにより礎が作ら
れた。愛知大学の「愛知」は「智＝知を愛する者が集
う」を意味し、設立趣意書には戦後創立された大学と
しては画期的な「国際的な教養と視野をもった人材の
育成」「地域社会への貢献」が明記されている。 
そして、帰国時に上海から持ち帰った東亜同文書
院の学籍簿・成績簿を、愛知大学にて保管している。 
〇 
〇◆⾞道校舎 
■豊橋校舎 
名古屋校舎 
● 
大学院  
 文学研究科 
文学部 
地域政策学部 
短期大学部 
法学部 
経済学部 
経営学部 
現代中国学部 
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 
法科大学院 
大学院 
 法学・経済学・経営学・中国 
 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科 
できごと 年 月 豊 橋   名古屋
愛知大学 創立
元東亜同文書院大学の教授を中心に、元京城帝国大学、元台北
帝国大学等の教授により、財団法人愛知大学を設立(1946年11
月15日、旧制大学)
1946 11 豊橋校舎 開校
愛知県豊橋市の南部旧豊橋陸軍予備士官学校
（陸軍第15師団）跡地に旧大学令により旧制
大学として創立
1947 1 予科 開設
4 法経学部 法政科・経済科 設置
国際問題研究所 設立 1948 6
学制改革により新制大学設置 1949 4 法経学部 法学科・経済学科 設置
文学部 社会学科 設置
霞山文庫買収 1950 3
名古屋分校 開校 4 文学部 文学科 設置短期大学部法経科第二部、文科第二部 設置 名古屋分校 開校東邦学園高等学校１棟6教室を借用して開講
（名古屋市東区赤萩町）
短期大学部法経科第二部 設置
私立大学法の施行に伴い、
財団法人愛知大学を学校法人愛知大学に組織変更
1951 3
名古屋校舎 移転拡張 5 名古屋校舎 移転拡張
元中京女子短期大学の校地及び校舎を購入、
現在の名古屋校舎・車道校舎の基礎を築く
（名古屋市東区住還町⇒（住所変更）東区筒
井二丁目10-31）
綜合郷土研究所 設立 6
中部地方産業研究所 設立 1953 3
4 大学院法学研究科、経済学研究科 設置
東亜同文書院作成の『華日辞典』原稿カード
が中華人民共和国より本学へ譲渡
1954
華日辞典編纂処(現、中日大辞典編纂所) 設置 1955 4 法経学部教養課程 開講
　 1956 4 文学部 史学科 設置
1958 4 文学部 哲学科 設置
1959 4 短期大学部文科第二部を廃止し、短期大学部文科
（女子） 設置
1961 4 短期大学部 生活科（女子） 設置 法経学部専門課程 開講
経営学研究所(経営総合科学研究所に1990年改称) 設置 1962 4
山岳部学生13名富山県薬師岳で全員遭難 1963 1
4 法経学部第一部 経営学科 設置 法経学部第一部 経営学科 設置
『中日大辞典』初版刊行(現在は第3版) 1968 2
豊橋鉄道渥美線「大学前」駅(現「愛知大学前」駅)新設 4
1972 9
愛大事件判決上告棄却確定 1973 4
愛知大学学術訪中団中国訪問(南開大学招請) 6
北京大学代表団来学 1974 11
愛知大学等学生訪中団、南開大学・北京大学等訪問 1976 6
セミナーハウス開設(南設楽郡鳳来町富栄) 11
1977 4 大学院経営学研究科 設置
西加茂郡三好町に約20万平方メートルの校地確保 1979 6 短期大学部法経科第二部 廃止
愛知大学代表団訪中(南開大学・北京語言学院・中国教育部・中日友好
協会・中国社会科学院近代史研究所・北京大学等訪問)
1980 10
名古屋校舎 新キャンパス(三好) 開校
　※名古屋校舎から移転
車道校舎 に名称変更
   ※名古屋校舎は車道校舎に名称変更
1988 4 短期大学部に留学生別科、別科（英語専修・生活環
境専修）開設 車道校舎 ※名古屋校舎は車道校舎に名称変更 名古屋校舎 新キャンパス(三好) 開校
※名古屋校舎は名古屋市東区筒井から西加茂郡三好
町に移転
1989 4 経済学部1部、経済学部2部 設置
※法経学部第一部・法経学部第二部の学生募集停止
法学部2部 設置
※法経学部第一部・法経学部第二部の学生募
集停止
法学部1部、経営学部 設置
大学院法学研究科、経営学研究科を豊橋校舎から移
設
『中国政経用語辞典』刊行(国際問題研究所編纂) 1990 9
1991 4 大学院中国研究科 設置
文学研究科 日本文化専攻・地域社会ｼｽﾃﾑ専攻・
欧米文化専攻 設置
東亜同文書院大学記念センター 設立
大学記念館設置(※東亜同文書院大学記念センターを配置)
1993 5
白樺高原ロッジ建設(長野県立科町) 1995 12
1997 4 短期大学部別科（英語専修・生活環境専修）廃止 現代中国学部 設置
12 法経学部第一部、法経学部第二部 廃止 法経学部第一部、法経学部第二部 廃止
教養部廃止 1998 4 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科、
比較文化学科（昼夜開講制） 設置
1999 4 文学部 日本・中国文学科、欧米文学科 設置
※文学科 改組
エクステンションセンター開設 2000 4 短期大学部 言語文化学科、現代生活学科 に名称
変更
2002 3 短期大学部留学生別科 廃止
4 外国人留学生別科　開設
大学院国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科 設置
国際中国学研究センター（ICCS）設立 10
三遠南信地域連携センター(現、三遠南信地域連携研究センター)設立 2004 4 経済学部1部を 経済学部 に名称変更
2005 3 大学院法学研究科 廃止
4 文学部 人文社会学科 設置
※文学科、社会学科、史学科、日本・中国文学科、
欧米文学科改組
短期大学部 ライフデザイン総合学科 設置
※言語文化学科、現代生活学科改組
経営学部 会計ファイナンス学科 設置
2006 3 外国人留学生別科 廃止
愛知大学孔子学院 設置 4
愛知リーガルクリニック法律事務所 開設 2009 10
2011 3 経済学部2部 廃止 法学部2部 廃止
4 地域政策学部 設置
名古屋校舎 新キャンパス 開校
  ※名古屋キャンパス（三好）から移転
国際ビジネスセンター 設置
2012 4
■ 文・地域政策・短期大学部（3学部）
※名古屋新キャンパス開校時に、経済・国際コミュ
ニケーション学部が豊橋から名古屋に移設
2013 4 国際コミュニケーション学部言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科を
英語学科 に名称変更
名古屋キャンパス第2期工事起工(2017年度全面完成予定) 2014
人文・社会学研究所 設立 2015 大学院会計研究科（専門職大学院）廃止
大学創立70周年 2016
名古屋校舎 新キャンパス 開校
■ 法・経済・経営・現代中国・国際ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ学部（5学部）
※名古屋校舎は西加茂郡三好町から名古屋市中村区
平池町に移転
短期大学部法経科第二部を廃止し、法経学部
第二部法学科（夜間）、経済学科（夜間）
設置
車道校舎 新キャンパス開校
大学院法務研究科（専門職大学院）
 ＝法科大学院 設置
法学部1部を 法学部 に名称変更
大学院会計研究科（専門職大学院）
 ＝会計大学院 設置
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   愛知大学 10年の歩み 
   
   序 
  
   愛知大学は昭和21年の
11月15日に創立された。
われわれはこの日を創立記
念日として、その翌年から
毎年慶祝してきたが、それ
が今度で丁度10回目にあ
たる。大学はここに創立満
十周年を迎えたのである。 
 
 この10年という歳月は
全く夢のようにすぎたとい
う感じである。大学の創立が認可になり、いよい
よわれわれの大学ができるのだというので希望に
胸をふくらませたのはつい昨日のようにも思われ
る。当時われわれは、「10年たったら大学はどん
なになっているだろうか？」こうもしなければな
らぬ、ああもなろうかと、大きな希望や期待や確
信をもって考えたものであった。その10年目がと
うとうやってきたのである。もちろん理想通りに
ゆかないことも少くない。それに新制大学という
のは、よかれあしかれ予期しなかったことであ
る。併し何よりもわれわれの同慶にたえないこと
は、10年目の今日、大学は着実な発展をとげ、当
初に抱いた期待が決して裏切られていないことで
ある。それはそれとして、十周年を記念するにあ
たり、この辺で愛知大学の歴史を編さんしようと
いうことになった。開学の日はつい昨日のようで
われわれの思い出としては、まだ生々しいものが
あるが、それを、いつまでも「言いつぎ語りつ 
 
ぐ」こともできないし、最近の新しい学生達のな
かには大いに誇ってもいい大学の沿革について全
く無知のものも少くない。歴史はいづれいつの日
かは書いておきたい仕事でもある。早く資料を整
理したり、保存しておく必要もあろう、というの
で学内に十年史編さん委員会が設けられた。 
 ……中略…… 
 それにしても今日創立10周年を迎えるにあた
り、愛知大学沿革誌の第一冊が刊行されるにい
たったことは、何よりも喜ばしいことである。こ
れひとえに編さん委員長を始め各委員諸氏の非常
に熱心な協力のたまものでなければならない。記
して深く感謝の意を表する次才である。 
  
 昭和31年11月15日 
            愛知大学長 小岩井淨 
 
   愛知大学 10年の歩み 
   
   編集後記 
 
   愛知大学が敗戦後の廃墟の中に誕生してから、
早くも十年の星霜が流れた。この十年は、敗戦国
日本のあらゆる人々にとって荊の道であった。況
んや、一冊の書物すら持たされず追い返された海
外引揚教授と学生との集りであった愛知大学の歩
いた道こそ、まさに苦難の極であった。 
  愛知大学は、よくいわれるように、「無」の上に
「有」を き ず き 上 げ た の で あ る。「和」と「愛
知」とによって、きずき上げたのである。また、
「愛知大学は家族的だ」といわれたものである。
規模が大きくなると、このような美点はうすれが
ちであるが、これは将来とも長く育て上げたいも
のである。この10年間には多少の波瀾曲折もあっ
たが、ともかくも「和」と「愛知」との特色ある
愛知大学はしっかりと根を下した。 
   
   
 
 
  
 
  しかし愛知大学の前途には、なお幾多の困難がよ
こたわっている。これらの困難を克服して、一層
充実した愛知大学に育て上げねばならない。今日
創立10周年記念日にあたって、『愛知大学10年
の歩み』を編纂したのは、徒らに懐旧にふけるた
めでもなく、十年の建設に満悦し、小成に安んず
るものでもない。過去を省みて、将来への決心を
新たにしたいためである。 
  ……中略…… 
 
   又本学の為に尽瘁せられた故人の方々について
も、その際に謝意を表したいと考えている。 
   なお編集委員は、鈴木拓郎、久曾神昇、松葉秀
文、大石岩雄、三好四郎、細迫朝夫、川越淳二、
一条雄司、 内山正夫、川崎一郎、長谷川雄一、浅
野巧美、赤松幹夫、田中清、岩井透である。 
  
    
 愛知大学 10年の歩み 
 
 初代学長の決定① 
   
   大学創立の地は神谷氏の報告によって豊橋の地
が確定的となり、東京事務所に於ける教員組織も
潮次充実されて来たが、初代学長に誰を推すかに
ついては最終的には決定されていなかった。本間
氏は初代学長にはあくまで小岩井氏を推すつもり
であり、小岩井氏は初論、本間氏を学長にと考え
ておられた。大学創立事務を始められてから、本
間氏は常に「自分は最早や学長としての資格はな
い。毎年々々12月8日には、宣戦の詔勅を奉読
し、或は壮行の辞を述べて多くの青年学徒を戦地
に送った。その結果は今日の敗戦である。再び帰
らぬ多くの学生たちのことを考えると実に申訳の
ないことをしたと思っている。自分は最早や教育
者としての自信をも失くしつつある。大学はでき
ても、自分はあくまで理事者として力を尽すのみ
だ」と、その心境を語られて居り、「大学ができ
れば初代学長には小岩井君になってもらう」と洩
らされていた。本間氏としては小岩井氏に必ず引
き受けて載けるものと決めて居られたのである。
従って初代学長の問題は決定されぬままに凡ての
準備は進められて来た。然し愈々申請書作製に
当っては早急に決定されねばならなかった。本間
氏は小岩井氏に対し学長問題を正式に切り出され
た。然るに小岩井氏は案に相違して、一向に引き
受けようといわれない。「自分は一学究、一教授
として全力を尽すつもりであり、学長は矢張り本
間先生に御願いすべきだと考えている」と、なか
なか強硬である。本間氏もこれには少なからず狼
狽された。認可が下れば9月中には開校を目標に
して準備を進めて来たときだけに、学長の決定は
緊急の問題となった。 
 
 
 
   種々相談の結果、初代学長の白羽の矢を立てら
れたのは前慶応義塾総長であり、且つ東亜同文会
の理事でもあった林毅陸博士であった。林博士と
の交渉には、初代学長を固辞された関係もあって
か、先ず小岩井氏が赴かれた。林博士は当時枢密
顧問官に就任されたばかりで極めて多忙、両三回
小岩井氏の林邸訪問も面会時間に制限されたりし
て、なかなか説得するまでには至っていなかっ
た。 
 六月も終りに近き一日、今日こそ是非とも話を
決めなくてはと、本間・小岩井両氏に大内氏も加
えて三人で出掛けることになった。予め面会時間
を打合せ、澁谷の林邸に赴かれたのは午後2時頃
であった。林邸に着いて見ると「宮中に於ける緊
急要務のため3時頃までお待ち願いたい」とのこ
とに時間を見れば3時までには未だかなり間があ
る。その日は非常に暑い日で一旦林邸を辞された
三氏共相当渇湯を覚えておられた。当時はラムネ
1本も簡単に買えない頃であったが、本間氏はこ
の近所にエビスビールの会社があり、その社長が
東京大学時代の友人であることを思い出された。
「ビールを一杯御馳走になりに行こうではない
か」との本間氏の動議に、初論小岩井、大内両氏
も反対される筈がなかった。会社を訪れると社長
は生憎留守であったが、工場長は本間氏の来意を
聞くと快く応接室に案内され、早速冷いビールが
運ばれて来た。本間氏はこの時のビール程美味し
いと思って飲んだことはかつてなかったと、後で
しみじみ話をされたが、その時は工場長も交えて
飲むうちに10本ばかりが忽ちにして空になった。
本間氏は勿論、大内氏も酒は極めて好きな方で、
一向に赤くなられなかったが、唯ひとり小岩井氏
だけが真っ赤になり、こんな赤い顔をして謹厳な
林博士にお会いしても大丈夫だろうかとかなり気
にして居られた。本間氏は上気嫌で、この元気で
出掛ければ今日は屹度成功すると、ビール会社を
退出されてからもなかなか威勢がよかった。 
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   愛知大学は昭和21年の
11月15日に創立された。
われわれはこの日を創立記
念日として、その翌年から
毎年慶祝してきたが、それ
が今度で丁度10回目にあ
たる。大学はここに創立満
十周年を迎えたのである。 
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全く夢のようにすぎたとい
う感じである。大学の創立が認可になり、いよい
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のは、よかれあしかれ予期しなかったことであ
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初に抱いた期待が決して裏切られていないことで
ある。それはそれとして、十周年を記念するにあ
たり、この辺で愛知大学の歴史を編さんしようと
いうことになった。開学の日はつい昨日のようで
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あるが、それを、いつまでも「言いつぎ語りつ 
 
ぐ」こともできないし、最近の新しい学生達のな
かには大いに誇ってもいい大学の沿革について全
く無知のものも少くない。歴史はいづれいつの日
かは書いておきたい仕事でもある。早く資料を整
理したり、保存しておく必要もあろう、というの
で学内に十年史編さん委員会が設けられた。 
 ……中略…… 
 それにしても今日創立10周年を迎えるにあた
り、愛知大学沿革誌の第一冊が刊行されるにい
たったことは、何よりも喜ばしいことである。こ
れひとえに編さん委員長を始め各委員諸氏の非常
に熱心な協力のたまものでなければならない。記
して深く感謝の意を表する次才である。 
  
 昭和31年11月15日 
            愛知大学長 小岩井淨 
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   編集後記 
 
   愛知大学が敗戦後の廃墟の中に誕生してから、
早くも十年の星霜が流れた。この十年は、敗戦国
日本のあらゆる人々にとって荊の道であった。況
んや、一冊の書物すら持たされず追い返された海
外引揚教授と学生との集りであった愛知大学の歩
いた道こそ、まさに苦難の極であった。 
  愛知大学は、よくいわれるように、「無」の上に
「有」を き ず き 上 げ た の で あ る。「和」と「愛
知」とによって、きずき上げたのである。また、
「愛知大学は家族的だ」といわれたものである。
規模が大きくなると、このような美点はうすれが
ちであるが、これは将来とも長く育て上げたいも
のである。この10年間には多少の波瀾曲折もあっ
たが、ともかくも「和」と「愛知」との特色ある
愛知大学はしっかりと根を下した。 
   
   
 
 
  
 
  しかし愛知大学の前途には、なお幾多の困難がよ
こたわっている。これらの困難を克服して、一層
充実した愛知大学に育て上げねばならない。今日
創立10周年記念日にあたって、『愛知大学10年
の歩み』を編纂したのは、徒らに懐旧にふけるた
めでもなく、十年の建設に満悦し、小成に安んず
るものでもない。過去を省みて、将来への決心を
新たにしたいためである。 
  ……中略…… 
 
   又本学の為に尽瘁せられた故人の方々について
も、その際に謝意を表したいと考えている。 
   なお編集委員は、鈴木拓郎、久曾神昇、松葉秀
文、大石岩雄、三好四郎、細迫朝夫、川越淳二、
一条雄司、 内山正夫、川崎一郎、長谷川雄一、浅
野巧美、赤松幹夫、田中清、岩井透である。 
  
    
 愛知大学 10年の歩み 
 
 初代学長の決定① 
   
   大学創立の地は神谷氏の報告によって豊橋の地
が確定的となり、東京事務所に於ける教員組織も
潮次充実されて来たが、初代学長に誰を推すかに
ついては最終的には決定されていなかった。本間
氏は初代学長にはあくまで小岩井氏を推すつもり
であり、小岩井氏は初論、本間氏を学長にと考え
ておられた。大学創立事務を始められてから、本
間氏は常に「自分は最早や学長としての資格はな
い。毎年々々12月8日には、宣戦の詔勅を奉読
し、或は壮行の辞を述べて多くの青年学徒を戦地
に送った。その結果は今日の敗戦である。再び帰
らぬ多くの学生たちのことを考えると実に申訳の
ないことをしたと思っている。自分は最早や教育
者としての自信をも失くしつつある。大学はでき
ても、自分はあくまで理事者として力を尽すのみ
だ」と、その心境を語られて居り、「大学ができ
れば初代学長には小岩井君になってもらう」と洩
らされていた。本間氏としては小岩井氏に必ず引
き受けて載けるものと決めて居られたのである。
従って初代学長の問題は決定されぬままに凡ての
準備は進められて来た。然し愈々申請書作製に
当っては早急に決定されねばならなかった。本間
氏は小岩井氏に対し学長問題を正式に切り出され
た。然るに小岩井氏は案に相違して、一向に引き
受けようといわれない。「自分は一学究、一教授
として全力を尽すつもりであり、学長は矢張り本
間先生に御願いすべきだと考えている」と、なか
なか強硬である。本間氏もこれには少なからず狼
狽された。認可が下れば9月中には開校を目標に
して準備を進めて来たときだけに、学長の決定は
緊急の問題となった。 
 
 
 
   種々相談の結果、初代学長の白羽の矢を立てら
れたのは前慶応義塾総長であり、且つ東亜同文会
の理事でもあった林毅陸博士であった。林博士と
の交渉には、初代学長を固辞された関係もあって
か、先ず小岩井氏が赴かれた。林博士は当時枢密
顧問官に就任されたばかりで極めて多忙、両三回
小岩井氏の林邸訪問も面会時間に制限されたりし
て、なかなか説得するまでには至っていなかっ
た。 
 六月も終りに近き一日、今日こそ是非とも話を
決めなくてはと、本間・小岩井両氏に大内氏も加
えて三人で出掛けることになった。予め面会時間
を打合せ、澁谷の林邸に赴かれたのは午後2時頃
であった。林邸に着いて見ると「宮中に於ける緊
急要務のため3時頃までお待ち願いたい」とのこ
とに時間を見れば3時までには未だかなり間があ
る。その日は非常に暑い日で一旦林邸を辞された
三氏共相当渇湯を覚えておられた。当時はラムネ
1本も簡単に買えない頃であったが、本間氏はこ
の近所にエビスビールの会社があり、その社長が
東京大学時代の友人であることを思い出された。
「ビールを一杯御馳走になりに行こうではない
か」との本間氏の動議に、初論小岩井、大内両氏
も反対される筈がなかった。会社を訪れると社長
は生憎留守であったが、工場長は本間氏の来意を
聞くと快く応接室に案内され、早速冷いビールが
運ばれて来た。本間氏はこの時のビール程美味し
いと思って飲んだことはかつてなかったと、後で
しみじみ話をされたが、その時は工場長も交えて
飲むうちに10本ばかりが忽ちにして空になった。
本間氏は勿論、大内氏も酒は極めて好きな方で、
一向に赤くなられなかったが、唯ひとり小岩井氏
だけが真っ赤になり、こんな赤い顔をして謹厳な
林博士にお会いしても大丈夫だろうかとかなり気
にして居られた。本間氏は上気嫌で、この元気で
出掛ければ今日は屹度成功すると、ビール会社を
退出されてからもなかなか威勢がよかった。 
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 初代学長の決定② 
   
 林邸は小高い丘の上にあり、ゆるやかな坂道を
百米位上って行かねばならなかった。ビールで
すっかり元気を恢復された三氏は、再びこの坂を
上って林邸に赴かれると、折よく林博士も帰宅さ
れたところであり、早速二階の一室に招ぜられ
た。本間氏は林博士の坐られる間ももどかしげに
時候の挨拶もそこそこ「今日は是非とも御引受を
御願いに上りました。事情は既に小岩井さんから
御聞きのとおりであり、この際是非とも初代の学
長を御願いしたいと思います」と切り出された。    
然し林博士黙然としてなかなかロを開かれようと
はされない。 
 林博士を除いては他に誰といって適当な人物が
見当らない現在、本間氏も比処で引き下っては、
これまでの一切の計画が頓坐してしまう。先の見
透しも危ぶまれてくる。本間氏はやや威儀を正し
言葉を改めて「現在枢密顧問官という要職に居ら
れる先生に対し、将来充分の見透しもつきかねる
大学の学長を御願いすると言うことは、非常に御
迷惑なことと思って居りますが、然し東亜同文書
院大学は廃校の手続中であり、同大学の内地再建
も最早や不可能となった今日、書院大学のみでな
く、海外にあった諸大学、京城や台北の大学の諸
教授と合流して新しい構想の下に新大学を建て、
戦争の犠牲となった海外からの引揚学生を先ず収
容したいというのが私達の念願なのであります。
それに先生も去る二月までは東亜同文 
会の理事であり、現在も私と共に同文会の清算人
の一人となって居られる筈です。東亜同
文書院大学、或は北京工業専門学校等か
ら引揚げて来た画学生達の将来に対して
責任はないとは申されないでしょう。」
と、 最早や容易なことでは後に退くま
いとの気構えである。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 大学創立の途
上においてこの
様な歴史的な場
面が邸内で展開
されている戸外
か ら は 早 や、無
心に鳴く蝉の声
がしきりに聞え
て 来 る。息 詰 る
一瞬であった。 
 
 「学生の将来
に対する責任」
この一言に林博
士は強く動かさ
れ た ら し く、本
間 氏 の 言 葉 の
終 っ た 後 暫 く
たって漸く「よろしい。御引受けしましょう」と
緊張の面持で承諾の返事を与えられた。「いや、
誠にどうも有難う御座いました。これで私達も
やっと安心いたしました」と本間氏は丁重に御礼
の言葉を述べられた。成行き如何と固唾を呑んで
見守っておられた小岩井、大内の両氏もやっと緊
迫感から解放されて、共々厚く御礼の言葉を述べ
られて林邸を辞された時は、夏の陽ざしも漸く西
に傾きかけた頃であった。かくて愛知大学の初代
学長は林毅陸博士に決定したのである。 
 先
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は
大
体
毎
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日
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は
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に
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った
。御
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で
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った
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と
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史
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貸
し
て
置
く
と
云
ふ
様
な
こと
は
、先
生
の御
性
格
上
潔
よ
し
と
な
さ
ら
な
か
った
。此
名
古
屋
行
の際
、先
生
は
私
に
小
声
で
「此
度
は
慶
應
義
塾
出
身
者
に
は
私
か
ら
依
頼
す
る
こと
は
し
な
いぞ
」と
云
は
れ
た
。之
は
当
時
慶
應
義
塾
でも
復
興
費
を
募
集
し
ていた
際
で
あ
る
か
ら
、之
に
対
す
る
深
い心
遣
ひ
か
ら
で
あ
った
ら
う
と
、
一
層
先
生
の人
と
な
り
を
奥
床
し
く
感
じ
た
次
第
であ
った
。実
際
先
生
に
は
学
長
を
引
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
御
迷
惑
千
万
で
あ
った
と
思
ふ
。教
育
の重
要
さ
は
誰
れ
よ
り
も
深
く
認
識
さ
れ
た
先
生
で
し
た
が
、学
長
だ
け
は
何
度
お
願
いし
ても
お
こと
わ
り
に
な
った
。
然
し
最
後
に
東
亜
同
文
書
院
の引
揚
学
徒
数
百名
の後
仕
末
を
御
考
へに
な
った
時
、初
め
て
御
快
諾
を決
意
さ
れ
た
。当
時
同
文
会
の理
事
者
は
殆
ど
追
放
組
で
、先
生
だ
け
は
之
を
免
れ
た
最
も
有
力
な
残
存
理
事
で
あ
り
、そ
し
て
残
務
整
理
の責
任
が
あ
った
。 
 先
生
の酒量
は
少
な
い方
であ
った
が
、可
な
り
お
す
き
の様に
見
え
た
。浴
後
一、二
合
き
こし
め
し
た
だ
け
で陶
然と
さ
れ
た
様
だ
。こん
な
折に
、先
生
の漢
学塾
幼
年
時
代
の昔物
語
も
さ
れ
た
。あ
の温
容に
誠
に
似
つか
は
し
い風
景
であ
った
。然
し
先
生
が
同
文
会
の事
務
を
処
理
さ
れ
る
時
に
は
、いつでも
情
実
を
却
け
筋
道
を
立
て
る
点
に
於
て
毅
然
た
る
も
のが
あ
った
。或
る
追
放
組
の
理
事
が
退
職金
を要
求
し脅
迫
が
ま
し
い態
度を
と
つた
事
が
有
っ
た
。先
生
は
一言
の下
に
は
ね
つけ
た
。先
生
は
春
風
駘
蕩
の温
容
を
持
ち
な
が
ら
、其
の腹
の底
は
古
武
士
の様
な
固
い意
志
と
責
任
感
で
一杯
であ
った
と
、私
は
思
つている
。 
（愛大
創
立
頃
の先
生
を
追
憶
し
つつ九
月十
五
日
記
） 
『先
生
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和
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刊
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   信州の六月は夏にはま
だ遠かった。彼は明治30
年6月9日、長野県筑摩郡
島立村に生れた。島立村
は信州の片田舍、松本市に近い純農業をいとなむ
平凡な村であった。彼の父は宗十、母てふ、彼は
長男であり彼の勉学の経済的援助などをしてくれ
た姉。そして妹があった。彼の家も中農に族して
おり、小岩井家の先祖は武田信玄の家来であった
が、武田一族が上杉一族との長い宿命的な戦いに
敗れてから、このひっそりした村に落ち付き、農
業を続けていたのだという。 
 
 彼の父は農業をしていたが、彼の幼少の時長野
県庁の移転問題が起り、強力に「移庁論」（県庁
を長野市から松本市に移す運動）を説え、運動し
たが、「移庁論」は入れられず、訴訟にも敗れ、
この村にもおれなくなり、立直りをめざしてアメ
リカに渡った。アメリカへ渡った父からは。はじ
めは送金又連絡もあったが、そのうち送金もとだ
え、消息不明となり、家族から永遠に消えていっ
た。（父がアメリカで消息不明になったため、彼
は一度アメリカに渡り、父の消息を確かめたいと
思っていたが。その機会なく、晩年になって計画
したが、遂にアメリカ行きのビザはおりなかっ
た）このため彼は母の手一つで育てられた。母は
勝気な人で、彼に対する教育、しつけなどにも非
常に厳しかった。彼の母としても夫のいない一家
をきりまわし、小さな子供達を守って育てていか
なければならなかったから、そうならざるを得な
かった。そのため、彼が晩年になっても、小さい
頃のしつけが身についていた。それは反面におい
て新しい思想を持ちながら、古い一面をたえず追
随していった、彼の人間性を形成する上に、これ
は基本的な側面になった。 
 
 彼が小学校へ行くまでに、字 （漢字）と碁が非
常に上手であった。ある時など村一番の老人（実
力はわからないが）と碁をやったが、見事老人に
勝った。村の人々は彼のすばらしい才能に驚き、
誰いうとはなしに、村の人々は「神童さん」「神
童さん」と彼を呼んだ。とかく有名な人や偉い人
の伝記や書物によれば、幼少の時から非常にすぐ
れた才能や、武勇伝か何かが書いてあるのが常で
あるが、彼の場合は大体事実のようである。この
ことに驚いた家の人や親戚、近所の人達は、彼が
碁に凝って、その世界に入ってしまうことにでも
なってはと心配し、彼に碁をすることを禁止して
しまった。もし彼が碁の世界に入っていたら、追
悼号は黒と白の碁石の一杯つまったものであった
ろうし、大阪を中心とする社会運動も少しは変っ
ていたかも知れない。碁の話を少し続けるが、晩
年になっても彼は非常に碁が好きであった。彼の
碁はオーソドックスな攻め方であり、碁の品位と
格調を非常に重んじた。碁においても 彼の人間性
がにじみ出ている、「他称二段」の腕であったの
でさすがの本間学長も参ったそうである。 
 
 彼が村立島立小学校に入学した明治38年は、日
清戦争に続き日露戦争もかろうじて勝ち、帝国主
義が増々露骨になろうとし、軽工業から重工業
へ、独占資本主義への転換を開始した年であっ
た。 
 
 彼はかすりの着物をきて小学校へ通う元気な一
少年であった。彼を教えた恩師中村四郎氏 （信州
に現存）は9才の時の彼を「すでに壮士タイプで
あった」といっているが、彼は当時、子供のとき
誰れもが憧れる軍人に強く憧れていた。彼は将来
兵学校へ進みたいと思っていた。（それは彼の幼
少時代の遺稿や図画にあらわれている）6年生の時
には、「模範百姓」になろうと思った。というの
は、彼の小さい時彼の父が家をすてていったの
で、幼な心に母の苦労を感じていた。又、父親の
本当の愛情にも接することが出来なかった。この
ようなことが、彼の「模範百姓」となろうと思わ
せ、彼育身で立派な父親になろうと思わせたので
はなかろうか。  
    小岩井淨のすべて 
—ヒューマニズムに立ったその生涯—  
 
    
 
 
 
 
 彼は文学が非常に好きであった。和歌などを好
んで書いた。小学生（上級） の頃より、地元の地
方新聞などにもよく投稿し、時には新聞の片隅に
載ることもあった。中学時代になりこの文学に
増々凝るようになり、まさに「文学少年小岩井
淨」であったが、彼の多難な一生を通じて彼は文
学を離さなかった。この文学こそが彼をひそかに
支えていたものであった。「詩人小岩井」「ロマ
ンチィスト小岩井」と呼ばれる原因が、小学校時
代にすでに芽を吹いていたのである。 
 
 文壇といふものは君が夢想して居る様なへナ
チョコなものではないのです。―それよりも修養
して呉れ給へ。○心或は君の感情を害するならん
も小生が赤心よりの忠告です。 
          大正元年一月二十日  有本生 
 小岩井真水君 
  
 彼は有本芳水氏の手紙で詩集の発行はあきらめ
たが、文学そのものは決してあきらめなかった。
色々な小説や論文を読むうち、今までの自分本位
のセマイ考え方から序々にその目は社会へと向け
られていき、その芽を伸していった。 
 
 彼の文学少年時代のことを、著書「冬を凌ぐ」
の「僕の文学少年時代」のなかで次のように述懐
している。「私にとって「文学少年時代」が無産
運動への機縁とか媒介とかになったのではない。
ただ『文学』などの中に養はれた感受性が後に
なって割合敏感に社会の矛盾を感じる事に役立っ
たといふ様なことはあったかも知れない。併しそ
の中から私は発展したのではなかった」 
 
  
 官僚校長排斥運動で退学 
 
 彼は学課においても、よく出来た。松本中学出
身の大林教授（愛大、英語担当）は「彼は特に英
語の力はすばらしかった。今でも語り草だ」と
云っているくらいだ。彼は生徒仲間からも信頼さ
れていた。 
 
 彼が4年生の時、大きな事件が起った。生徒に対
して理解のあった校長が急死したことに始まる。 
  
 急死した校長に変って、官僚的な校長が新しく 
 
赴任して来た。今まで生徒たちで自主的に作って
いた、生徒会のような形の自治組織があったが、
官僚校長はこれが気に入らず、弾圧し、解散させ
ようとした。このことを知った多くの生徒達は猛
然と“官僚校長排斥”に立ち上がった。この時、
生徒会の会長であった彼は、親友の古畑積善（中  
学より東大まで同じ、現在東京在住、医師）氏ら
と反対運動の先頭に立って、ストなどで戦った
が、大きな官僚組織のバックを持つ校長を、排斥
することが出来なかった。結果的にみて 敗北に
終った。そのため会長の位置にあった彼と古畑氏
は、責任を負って自主的に松本中学を退学した。
（退学は3名と伝えられているが、それは誤りで、
他の1名はストに関係なく偶然的なもの）この事件
は文学少年であった彼にとって最初の大きな試練
であり、人間的な成長をもたらした。 
 
 中学を中退してから、ある日古畑氏が彼の家を
初めて訪れた時、彼の母は二人に、強い地酒をお
ごって、そして二人に云った。 「お前達も一人前
に成人した。へたな色街で飲むより、こうして飲
む方が健全だ。まあ、ゆっくりお飲み」 
 
 二人は一人前と認められた祝いの地酒を、灌漑
深げに飲んだそうだ。この時以来、二人は酒豪
家？となってしまった。 
 
 後日、古畑氏が「この俺の酒ぐせもお前のため
だ」と云ったが、彼は「俺とちがう、うちのお袋
だ」と笑い合ったそうであるが、あの時の酒が非
常に印象に残ったと云える。卒業を前にして退学
した二人は、一生懸命に専門学校入学者資格検定
試験をめざして勉強した。二人は当時、もっとも
難しいといわれた、同検定試験に、同年（大正3
年）合格した。 続いて翌年行われた一高の試験に
も、二人そろってパスすることが出来た。 
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をきりまわし、小さな子供達を守って育てていか
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方新聞などにもよく投稿し、時には新聞の片隅に
載ることもあった。中学時代になりこの文学に
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初めて訪れた時、彼の母は二人に、強い地酒をお
ごって、そして二人に云った。 「お前達も一人前
に成人した。へたな色街で飲むより、こうして飲
む方が健全だ。まあ、ゆっくりお飲み」 
 
 二人は一人前と認められた祝いの地酒を、灌漑
深げに飲んだそうだ。この時以来、二人は酒豪
家？となってしまった。 
 
 後日、古畑氏が「この俺の酒ぐせもお前のため
だ」と云ったが、彼は「俺とちがう、うちのお袋
だ」と笑い合ったそうであるが、あの時の酒が非
常に印象に残ったと云える。卒業を前にして退学
した二人は、一生懸命に専門学校入学者資格検定
試験をめざして勉強した。二人は当時、もっとも
難しいといわれた、同検定試験に、同年（大正3
年）合格した。 続いて翌年行われた一高の試験に
も、二人そろってパスすることが出来た。 
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 小岩井淨は1942（昭和17）年1月に東亜同文
書院大学で講師に就任し、1944年4月には教授
となった。その頃、戦局が悪化していたことを受
けて、1944年10月に東亜同文書院大学では学徒
勤労隊が編成され、その一部が上海にある江南造
船所で勤労奉仕に従事した。同年12月、江南造船
所は米軍機B29の空襲を受けたが、東亜同文書院
大学の勤労学生6名が避難した防空壕が直撃弾を
受け、全員死亡する惨事となった。 
 
 当時、本間喜一学長は学校の予算打ち合わせの
ために上京中であったため、小岩井に学徒勤労隊
長を依頼していた。その小岩井は空襲から数日
後、本間に宛てて「学徒江南造船所での勤労動員
中止と引き揚げを出した。その結果については自
分が全責任を負う」との電報を発し、江南造船所
への勤労動員を取り止めさせた。当時、内地・外
地を問わず、勤労動員先から学生たちを引き揚げ
させた日本の学校は東亜同文書院大学のみであっ
た。 
 
 この点に関して、本間は、『愛知大学新聞 小岩
井淨追悼特集号』で次のように記している。 
 
 果たして上海海軍武官府、上海大東亜省文化部
から強硬な抗議を受け、蔭では同文書院などツブ
シテしまえという話さえ出たとの噂もあったが、
交渉に当った小岩井先生の学生教育の真摯な態
度、愛情、誠意が人の心を打つものがあったろ
う、海軍武官府もようやく了承したとのことで
あった（海軍には、よくものの判る参謀がおっ
た。陸軍ならああは行かなかったかもしれぬ）。
この時だけはさすがに小岩井先生も心配したよう
であったが、この事件はよく先生の人となりの一
面をうかがうことができる。 
  
 翌1945年8月、日本は敗戦を迎え、東亜同文
書院大学は閉校となった。本間は閉校処理におけ
る小岩井の働きが大きかったことを強調して記し
ている。 
  
  先生は非常時において狼狽するような人ではな
かった。また友人から深く信頼される何とも言え 
ぬ頼もしさを持っていた。外地における敗戦処理
には誂向きの人物と言っては甚だ失礼だが、実際 
 
 
 
その通りであった。とかく非常時には善きにつけ
悪きにつけその人の本音が現れるものである。敗 
戦混沌の中にも同文書院の引揚げは割合に整然と
行われた。これは全く教職員、学生一同の偉大な
協力の結果であり、私の終生忘れることの出来な
い感激であるが、小岩井先生は終始私の老耄を助
けて常に大局を締めてくれた。これは別に故人へ
の御世辞ではない、十指の指さす所であった。 
 
 その後、東亜同文書院大学の教職員と学生は上
海の日本人居住地区であった「虹口」に集めら
れ、日本に引き揚げるまでの間、共同生活を送る
ことになった。その時に学生たちの小岩井に対す
る認識と、本間から見た小岩井の人間性、そして
小岩井が教職員の間で重きを置いた存在であった
ことについても記している。 
 
 教職員、学生の虹口での集中生活では、はじめ
のうちは幾日々々も入浴が出来ずに過したが一日
風呂の修理が出来上がった。5、6名一緒に入れる
程の大きなものだった。 
 学生達が初風呂をたいた。まず私と小岩井先生
に入ってくれと招かれた（ところがその学生が湯
加減を見る方法を知らず、底の方が冷水同前、寒
い時だったので喜んで飛び込んだ2人は出るに出ら
れず、蓋をかぶったまま湯の沸くのを待った）。
待望の初風呂に招くなどは、何としても学生達が
小岩井先生を事実上の棟梁と考えた無意識の表現
であって、たくまざる面白味がある。先生はその
態度重厚、思慮深く、言う所合理的、決断力があ
り、一言にして言えば「大人」であった。先生が
東亜同文書院に来たのは昭和16年であるから（そ
の前2年間ばかり上海の経済研究所に奉職してい
た）、教授としては古参ということではないが、
序列、順位を抜きにして教職員間に重きをなして
いた。 
 
 こうして見ると、小岩井は敗戦前後の時期に、
本間と並んで東亜同文書院大学を導いた教員の一
人であるとともに、本間だけでなく学生たちから
も慕われていた人物であったことが浮かび上がっ
てくる。 
 
 
  
 1946年3月、小岩井は本間や教職員たちとと
もに約200名の学生を引率し、日本へ引き揚げ
た。しかし、学生たちの転入学を受け入れる大学
はなく、また東亜同文書院大学の経営母体である
東亜同文会も自主解散した。そのため、本間は自
らの手で引き揚げ学生を収容する新大学を設立す
べく、東亜同文書院大学教職員を招集した。 
 
 1946年5月、東京に小岩井はじめ13名が参集
し、新大学設立に向けて動き出すこととなった。
小岩井は、東京の設立仮事務所で大学設立認可申
請に関わる書類を大田英一と作成するなど尽力
し、愛知大学設立の中心的役割を担った。 
 その一方で、初代学長の選出について、本間は
小岩井を初代学長に推す考えを表明したが、小岩
井は「一教授として全力を尽くすつもりである。
学長は本間以外にない」と固辞した。そのため、
前東亜同文会理事・元慶応義塾塾長の林毅陸に頼
むこととなり、6月末に本間、小岩井と大内武次
（元京城帝大法文学部長）の3名が林を訪れ懇請
した結果、初代学長就任の同意を得た。 
 
 こうして愛知大学は、文部省から吉田茂内閣総
理大臣による設立認可を受け、愛知県豊橋市に残
存していた旧陸軍第十五師団跡地を利用する形
で、1946年11月15日に中部地方初の法文系大
学として誕生したのである。 
 
 愛知大学の設立とともに、小岩井淨は教授に就
任し、1949（昭和24）年には法経学部長兼学監
となった。当時、林毅陸初代学長はすでに70歳代
半ばの高齢であり、1948年頃から病床に伏す状
況だった。また、本間喜一も大学設立時には理事
を務めたが、1947年に三淵忠彦最高裁判所初代
長官の要請により最高裁判所初代事務総長に就任
することとなり、1950年まで大学を離れた。そ
のため、小岩井は法経学部長だけでなく学長代理
も務め、学外においては日本学術会議にも関わる
など、教育や研究さらには大学運営にいたるまで
幅広く活躍した。 
 
 やがて、1950年から第2代学長を務めた本間
の後を受け継いで、1955年11月15日小岩井は
第3代学長に就任した。 
 
 同日の『愛知大学新聞』には、 
 
 
   本間喜一と小岩井淨の学長交代の日にて(1955年11月15日)  
 
 小岩井新学長は、今回辞任された本間学長に優
るとも劣らぬ愛校心と献身的努力によって、本学
をこれまでにした創立者の一人であり教職員、全
学生もその功績の大である事を賛えている。 
 新学長は昭和21年東亜同文書院大学解散になっ
てから本間先生とは動行を共にし本学設立には東
奔西走して本間先生外教授、職員とスクラムを
がっちり組んで逆境の中を勝ち進んで来られた。
（句点は読みやすいように付け直した箇所あり） 
 
 と記し、愛知大学設立と運営に尽力した小岩井
を大きく賞賛している。 
 
 学長就任後は入学式において新入生たちに、次
のように訓示した。 
 
 大学は自主的な勉強の場であり、学問と取り組
み、真理を探求する場所であり、そして良き社会
人としての人格を作る所であります。（中略）大
学は決して就職の門ではなく学問を通じて人間を
完成する所であります（以下略） 
  （『愛知大学新聞』84号、1957.4.23） 
 
 小岩井は学生を愛し、また学生たちも小岩井を
尊敬した。元愛知県副知事の甲斐一政氏による、
小岩井の講義が聴きたくて学問へ青春を傾けたと
いう回想（「中日新聞データベース」本間喜一と小岩井淨
の学長交代の日にて 1990年5月31日参照）や、笹子
青子（旧姓：信国）氏の「リベラリストとして、世
界的にも名高い小岩井先生を心から尊敬してい
た」（1955年11月15日）などの記述が、当時の様
子を今に伝えている。 
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愛知大学記念館(旧本館) 
1908年 旧陸軍第15師団司令団本部
として竣工 
1946-96年 愛知大学本館として使用 
1998年 文化庁により国の登録有形文
化財に指定 
 
   
 
 昭和19年11月末と思うが、日本敗戦の色も
愈々濃くなった、東亜同文書院大学では授業を中
止、学徒勤労隊を組織し、江南造船所（六千屯級
標準船年間12艘を造る計画、上海唯一の造船所）
外一ケ所に学生全部が出動しておった。上海のよ
うに、労働力の豊富な所での学徒勤労奉仕は、内
地のそれと違い、その意義、実益が少ない。中国
人をよく理解し、その豊富な労働力を動かす有能
な使用者を養成しようとする同文書院のような学
校では、むしろ、平生以上、学生の勉学に馬力を
かける必要がある。これを旋盤工の代用に使うな
どは、全く愚の骨頂である。しかし、当時の軍官
はこんな主張には一向に耳を傾けない。すべて内
地体制を半年遅れに実施するのが上海の実情で
あった。かつて松井石根大将が上海へ来て、モン
ペを着ないのは戦時体制でないとして、上海の邦
人を非難した笑話があつた。すべて形式主義が支
配した。 
 
 こんな中で私は学校の予算打ち合せのため上京
し、小岩井先生に学徒勤労隊長をお願いした。毎
日一里半も離れた造船所に往復していたが、一日
同所が爆撃され、防空壕におつた6名の学生が死
亡した。そんなことがなければよいと日夜念願し
ていた私どもは、その報告を聞いて全く茫然とし
た。 
 
 
 
 しかしもう一つ驚いたことは、数日の後小岩井
先生から「学徒勤労隊の造船所行きは中止、引揚
命令を出した。その結果に対しては自分が全責任
を負う」との電報を受取ったことであった。当
時、学徒動員に関する諸指令があり、工場の受入
態勢不適当と認める場合には、学校で引揚命令を
出すことも出来ることにはなっていたが、この規
定を発動したことは外地は勿論内地でもその例を
聞かなかった。必ずや軍官とトラブルが起きる
し、またそんな元気のある学校はまずなかったよ
うだ。果して上海海軍武官府、上海大東亜省文化
部から強硬な抗議を受け、蔭では同文書院などツ
ブシテしまえという話さえ出たとの噂もあった
が、交渉に当たった小岩井先生の学生教育の真摯
な態度、愛情、誠意が人の心を打つものがあった
ろう、海軍武官府もようやく了承したとのことで
あった。（海軍には、よくものの判る参謀がおっ
た。陸軍ならああは行かなかったかもしれぬ）こ
の時だけはさすがに小岩井先生も心配したようで
あったが、この事件はよく先生の人となりの一面
をうかがうことができる。  
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  小岩井先生は非常時において狼狙するような人
ではなかった。また友人から深く信頼される何と
も言えぬ頼もしさを持っていた。外地における敗
戦処理には誂向きの人物と言つては甚だ失礼だ
が、実際その通りであった。とかく非常時には善
きにつけ悪きにつけその人の本音が現れるもので
ある。敗戦混沌の中にも同文書院の引揚げは割合
に整然と行われた。これは 全く教職員、学生一同
の偉大な協力の結果であり、私の終生忘れること
の出来ない感激であるが、小岩井先生は終始私の
老耄を助けて常に大局を締めてくれた。これは別
に故人への御世辞ではない、十指の指さす所で
あった。 
  
 教職員、学生の虹口での集中生活では、はじめ
のうちは幾日々々も入浴が出来ずに過したが一日
風呂の修理が出来上った。5、6名一緒に入れる程
の大きなものだった。学生達が初風呂をたいた。
まず私と小岩井先生に入ってくれと招かれた。
（ところがその学生が湯加減を見る方法を知ら
ず、底の方が冷水同然、寒い時だったので喜んで
飛び込んだ二人は出るに出られず、葢をかぶった
まま湯の沸くのを待った）待望の初風呂に招くな
どは、何としても学生達が小岩井先生を事実上の
棟梁と考えた無意識の表現であって、たくまざる
面白味がある。 
 
 先生はその態度重厚、思慮深く、言う所合理
的、決断力あり、一言にして言えば「大人」で
あった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 先生が同文書院に来たのは昭和16年であるから
（その前2年間ばかり上海の経済研究所に奉職し
ていた）教授としては古参ということではない
が、序列、順位を抜きにして教職員間に重きをな
していた。 
  
 先生は平素学生を愛した。その周囲には何時も
学生の集りがあって、中国の政治、経済、社会事
情の研究討論をしていた。単に文献ばかりでな
く、これら学生の前線からの報告書、実見談など
も資料としていた。時々私も陪席して拝聴するこ 
ともあった。毛沢東の三風粛正論（延安抗日大学 
開校の時の講演）中の共産八股文 （マルキシズム
公式偏向）の弊風を非難した点などの報告を感心 
して聞いた覚えがある。先生が後年日中友好を主
張し、中国問題の研究を重視したことは、愛大創 
立の趣意書や中国関係の講義科目、研究所の設置
等に依ってよく判るところであるが、これらは恐
らく先生の上海生活における中国社会の見聞、研
究の賜物であったろうと思われる。もう一つの上
海生活の賜物は、後の小岩井夫人多嘉子女史を
知ったことではなかろうか。しかし当時、全く気
付かなかったのは私の迂濶だけではなかったよう
だ。（氏のロマシスは別に語る人があろう） 
 
 要するに上海時代の先生は学生の教育と学問の
研究に没頭し、同僚、学生から深い信頼を受け、
真に教育者として成熟の域に達したと言うべきで
ある。 
本間喜一 氏略歴 
 
大正4年東大卒、一橋大学（旧東京商科大学）の教授、東亜同文書院大学長などを歴任、愛大創立の
中心となる。昭和23年最高裁判所事務総長、第二代愛大学長（昭和26年～30年)、現第四代愛知大学長 
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 小岩井先生が私の出身校である上海東亜同文書
院大学に赴任してこられたのは、確か昭和16年3
月頃であった。先生のかつての実践運動について
は、私達学生の間にもある程度きこえていたの
で、我々は先生から何かいきいきとした実践論を
引きだしうるものとかなり期待していた。また同
文書院というところがそのような気風の満ちた学
校でもあった。ところが、そのような我々に対し
て先生はじゅんじゅんと「学問すること」を説か
れた。これは具体問題について即効薬を求める所
請実践派の学生にとっては些か物足らないもので
あった。実践問題については先生は極度に慎重で
あり、ひかえめであり、なかなかはっきりしたこ
とをいわれず、時としては消極的とさえ感ぜられ
ることもあった。こんなところから一部急進実践
派の学生の間からは、慎重居士とか、グズの小岩
井などという声もでた程であった。だが初論これ
は先生の表面だけしかみない一部学生の浅見で
あった。思うに、上海時代、とくに我々の学校に
赴任してこられた当座は、恐らく先生の生涯の中
で、一番暗い苦しい谷間の時期であったのではな
かろうか。そして先生はただひとつの生き甲斐を
学問の研究と子弟の教育におかれていたのではな
かろうか。時代は先生の言論、とくに実践につら
なる言論に対して厳重な監視の眼を見張っていた
のである。非は当然に、先生に求むべからざるも
のを求めた学生の側にあったのであり、それに対
してじゅんじゅんと学問の道を説かれた先生の態
度は誠に立派なものであった。先生の態度にうた
れた我々は、読書会、研究会を開いて先生の指導
を受け、学問、生活の両面から先生の人格にふれ
ていった。そして接触すればするほど先生の偉大
さに打たれたのであった。先生は決して決断力の
にぶいたんなる慎重居士ではなかった。否、先生
こそ最も決断力に富んだ、実践力のある信念の人 
 
 
であった。こんなことがあった。丁度、私達の卒
業のころだったろうか。学校首脳部の無為無策に
端を発し、放置すればスト突入必至とみられる事
態が惹起したことがあった。しかし当時はすでに
太平洋戦争のさなかであり、学生のストなど、か
りにそれが正しいものであるとしても到底許され
る時代ではなかった。だから事態は極めて困難で
あり、全学生が学内刷新を希望しながらも足並は
なかなかそろわなかった。思い余って我々は先生
にも相談に行ったのであるが、先生の御返事は、
「諸君の考えは誠にもっともである。断呼として
おやりなさい」というどの他の先生にも比してき
わめてはっきりしたものであった。そして先生の
御指示のもとに、最も懸念されていた軍部や新聞
関係にも全然感づかれることなく、この事件は無
事学生の意図する方向へ解決されたのである。こ
のときの先生の態度はまことに毅然たるものが
あった。日頃、決断力のない慎重居士として先生
の存在をとかく無視していた一部の学生も、この
とき誰よりも毅然とした態度を示された先生に対
しては、完全にかぶとをぬいだのである。その後
の先生は常に全学生の慈父として、学問の道を説
きつつ、学生を正しい方向に導いて下さった。こ
のような先生のもとで学生生活を送ったことは、
私にとつては一生忘れることができない。だが今
はもう先生は亡い。私は愛知大学に何か大きな空
洞が空いた思いがしてならないのである。 
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 2月20日の朝、 日本のもっともすぐれた学者
の一人である愛知大学学長、小岩井浄氏の計報に
接しました。哀悼にたえません。 
 
 わたしは以前ダマスカスで小岩井教授にしたし
くおめにかかりました。1957年秋、アジア・ア
フリカ法律家会議がその地で開かれたおり、小岩
井氏は日本の代表団を引率され、わたしはアルジ
エリア、独立のために戦っているアルジエリア人
民の名において会議に参加していました。討論の
あいだ中、小岩井教授は的確かつ異彩をはなつ調
停ぶりをしめされ参加者の注目を集めましたが、
科学者、法律家、諸国民の権利と人間の権利の基
本原理の擁護としての氏の真面目さがその間に躍
如としていました。小岩井氏にとって正義、自
由、平和は神聖不可侵の道徳的概念であるばかり
でなく、氏が諸国民と人々との間に確立され適用
されることを願われた「権利」の積極的な基礎で
もありました。 
 
 シリア政府首班サブリ・エル・アサリ氏が会議
参加代表たちに供された晩警会の席上、小岩井氏
と交わした会話を今も忘れません。氏は独立をも
とめるアルジエリアの戦いにいたく心をうごかさ
れ、わが国のアルジエリア人民が戦っている四囲
の情況に一貫した関心を表明されました。氏の質
問をうけたまわるうちに、わたしは氏の心を占め 
 
ている間題の多様さとお人柄を一層よく知ること
ができました。会話の終りに、氏はアルジェリア
の代表が日本に来て国民解放革命戦線を日本国民
に説明するよう説かれました。 
 
 そのときは日本に来ることになろうとは思いま
せんでしたが、数ケ月後の翌春、わたしは東京に
着き、日本国民がアルジエリア人民とその戦いに
深い同情を寄せてくださっているのを知りまし
た。 
 
 小岩井氏は逝かれました。しかし氏の記憶は消
えさらないでしよう。氏は日本のもっとも高貴な
面を—その伝統、科学、人間の自由にたいする尊
敬、平和への愛着を体現していた人として、いつ
までもわたしの心に残るでありましょう。  
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
      訳者、崔水鐘（愛知大学講師仏語） 
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 小岩井先生が私の出身校である上海東亜同文書
院大学に赴任してこられたのは、確か昭和16年3
月頃であった。先生のかつての実践運動について
は、私達学生の間にもある程度きこえていたの
で、我々は先生から何かいきいきとした実践論を
引きだしうるものとかなり期待していた。また同
文書院というところがそのような気風の満ちた学
校でもあった。ところが、そのような我々に対し
て先生はじゅんじゅんと「学問すること」を説か
れた。これは具体問題について即効薬を求める所
請実践派の学生にとっては些か物足らないもので
あった。実践問題については先生は極度に慎重で
あり、ひかえめであり、なかなかはっきりしたこ
とをいわれず、時としては消極的とさえ感ぜられ
ることもあった。こんなところから一部急進実践
派の学生の間からは、慎重居士とか、グズの小岩
井などという声もでた程であった。だが初論これ
は先生の表面だけしかみない一部学生の浅見で
あった。思うに、上海時代、とくに我々の学校に
赴任してこられた当座は、恐らく先生の生涯の中
で、一番暗い苦しい谷間の時期であったのではな
かろうか。そして先生はただひとつの生き甲斐を
学問の研究と子弟の教育におかれていたのではな
かろうか。時代は先生の言論、とくに実践につら
なる言論に対して厳重な監視の眼を見張っていた
のである。非は当然に、先生に求むべからざるも
のを求めた学生の側にあったのであり、それに対
してじゅんじゅんと学問の道を説かれた先生の態
度は誠に立派なものであった。先生の態度にうた
れた我々は、読書会、研究会を開いて先生の指導
を受け、学問、生活の両面から先生の人格にふれ
ていった。そして接触すればするほど先生の偉大
さに打たれたのであった。先生は決して決断力の
にぶいたんなる慎重居士ではなかった。否、先生
こそ最も決断力に富んだ、実践力のある信念の人 
 
 
であった。こんなことがあった。丁度、私達の卒
業のころだったろうか。学校首脳部の無為無策に
端を発し、放置すればスト突入必至とみられる事
態が惹起したことがあった。しかし当時はすでに
太平洋戦争のさなかであり、学生のストなど、か
りにそれが正しいものであるとしても到底許され
る時代ではなかった。だから事態は極めて困難で
あり、全学生が学内刷新を希望しながらも足並は
なかなかそろわなかった。思い余って我々は先生
にも相談に行ったのであるが、先生の御返事は、
「諸君の考えは誠にもっともである。断呼として
おやりなさい」というどの他の先生にも比してき
わめてはっきりしたものであった。そして先生の
御指示のもとに、最も懸念されていた軍部や新聞
関係にも全然感づかれることなく、この事件は無
事学生の意図する方向へ解決されたのである。こ
のときの先生の態度はまことに毅然たるものが
あった。日頃、決断力のない慎重居士として先生
の存在をとかく無視していた一部の学生も、この
とき誰よりも毅然とした態度を示された先生に対
しては、完全にかぶとをぬいだのである。その後
の先生は常に全学生の慈父として、学問の道を説
きつつ、学生を正しい方向に導いて下さった。こ
のような先生のもとで学生生活を送ったことは、
私にとつては一生忘れることができない。だが今
はもう先生は亡い。私は愛知大学に何か大きな空
洞が空いた思いがしてならないのである。 
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 2月20日の朝、 日本のもっともすぐれた学者
の一人である愛知大学学長、小岩井浄氏の計報に
接しました。哀悼にたえません。 
 
 わたしは以前ダマスカスで小岩井教授にしたし
くおめにかかりました。1957年秋、アジア・ア
フリカ法律家会議がその地で開かれたおり、小岩
井氏は日本の代表団を引率され、わたしはアルジ
エリア、独立のために戦っているアルジエリア人
民の名において会議に参加していました。討論の
あいだ中、小岩井教授は的確かつ異彩をはなつ調
停ぶりをしめされ参加者の注目を集めましたが、
科学者、法律家、諸国民の権利と人間の権利の基
本原理の擁護としての氏の真面目さがその間に躍
如としていました。小岩井氏にとって正義、自
由、平和は神聖不可侵の道徳的概念であるばかり
でなく、氏が諸国民と人々との間に確立され適用
されることを願われた「権利」の積極的な基礎で
もありました。 
 
 シリア政府首班サブリ・エル・アサリ氏が会議
参加代表たちに供された晩警会の席上、小岩井氏
と交わした会話を今も忘れません。氏は独立をも
とめるアルジエリアの戦いにいたく心をうごかさ
れ、わが国のアルジエリア人民が戦っている四囲
の情況に一貫した関心を表明されました。氏の質
問をうけたまわるうちに、わたしは氏の心を占め 
 
ている間題の多様さとお人柄を一層よく知ること
ができました。会話の終りに、氏はアルジェリア
の代表が日本に来て国民解放革命戦線を日本国民
に説明するよう説かれました。 
 
 そのときは日本に来ることになろうとは思いま
せんでしたが、数ケ月後の翌春、わたしは東京に
着き、日本国民がアルジエリア人民とその戦いに
深い同情を寄せてくださっているのを知りまし
た。 
 
 小岩井氏は逝かれました。しかし氏の記憶は消
えさらないでしよう。氏は日本のもっとも高貴な
面を—その伝統、科学、人間の自由にたいする尊
敬、平和への愛着を体現していた人として、いつ
までもわたしの心に残るでありましょう。  
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
      訳者、崔水鐘（愛知大学講師仏語） 
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 叱られた数々 
 
 小岩井先生に初めてお会いしたのは昭和19年6
月、上海の同文書院予科の教場であった。「日本
精神史」の講義だった。道元を日本の思想の流れ
では高く評価しておられた。私の小生意気な反発
心でか、或いは生来の不作法からか、講義を受け
ながら立膝をついた。先生は目ざとく見つけら
れ、指で私を指しながら「君、それだけはやめて
くれたまえ」と叱責された。先生にはこうした厳
しさがあった。 
 
 私達が工場に動員された時、最初受入側の説明
会の席上、後方の学生達は横に足を投げ出して聞
いていた。たとえそれが反戦とか、明確な意識の
結晶となっていなかったにしろ、工場動員に反発
する学生達の気分として私達は同感していた。だ
が先生はそれを激しくなじられたのである。後に
動員の峻拒された先生は、このような学生の態度
には無縁だったのだ。私は徴兵検査の際、結核の
疑で入院中だったにもかかわらず甲種合格となっ
た。そして合格者の査察訓練が軍によって行なわ
れた。私はその日も書院の病院で休んでいた。見
舞に来られた先生に、ひそかな誇をもつて演習を
サボったことを告げた。兵隊にとられる苦しみの
理解者として先生は、参加しない私にけわしい顔
色を示された。愛知大学に来てからも当時私がア
ルバイトしていた研究所を土曜の午後抜けて中野
重治の講を聞きにいった所、不在にしたことを叱
られて面喰ったこともあった。 
  
 
 
 
 
  先生の思想のかいま見 
 
 教場で叱られてから却って私は屢々先生のお宅
を尋ねるようになった。書院の図書館で読む本に
よって、私は始めて近代の自由への斗争を知っ
た。アメリカの青年がこの大戦を自由のための戦
争として銃をとる気持が判かると先生にいった。
先生はどんどん歴史の本を貸して下さった。そし
てそれはいつか中国近代史を中心としたものに
なっていった。これによって、私は帝国主義侵略
と中国の民族運動、それの唯物史観的把握の方法
論を知った。先生は私の読後感を短かく聞かれ、
次の本を選んで下さった。先生の前歴を知った当
時の私には、読後感を詳しく述べることが却って
非礼に当ると思われた。資本主義の矛盾を話しな
がら、社会主義、共産党を語るのを避けた。そし
て唯物史観による本を借りることによって心の通
いを感じ満足していた。この私の態度が先生に対
する関係の最後まで続き、今悔やんでも悔み切れ
ないのだ。20年の始めころ、日本に帰っていた
奈良さん（44期）が学校に戻ってきて、東北地
方では米の供出が激しく、知事は農民の恨の的に
なっていると報告した。先生はそれについて詳し
く質問して「ひどいですね、軍閥ももう終です」
と断言された。先生がこんなにはっきり怒りを示
されたのは、私にとっては始めてのことであっ
た。そのころ私は、実はとんでもないことだった
のだが、中国の民族主義者の運動に加わろうとし
ていた。度々そのことを先生に告げて意見を求め
たい衝動にかられながら口には出せなかった。
「先生は学者なのだから」一緒にやろうとしてい
た2、3人と、そんな生意気をいっていた。だが
私としては、どんな事態になっても先生は理解し
て下さるという甘えがあった。 
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 戦後、（昭和）24年の総選挙の時だった。友人
数人と先生を囲んだ際、誰かが先生の投票する政
党を尋ねた。しばらく黙された後、「党とすれば
やつばり共産党ですね、しかし批判はたくさんあ
ります。特に徳田 （球一）君にはどうも」と答え
られた。後、同じような会合でも「君達は入党し
たという噂だが若し事実とすれば困りますね」と
もいわれた。しかし書院当時六人の学友が工場で
爆死を遂げた時、痛い程寒い校庭に全学生四、五
十名を集め「安全が保証されない限り動員にはも
はや参加できない」と激しい態度を示されたの
に、私達学生が黙々としていたのを私達は恥じて
いたのである。卒業後、先生を訪ねるといつも先
生の方から先に労働者の状態や、管理者の態度、
労組のことを聞かれた。それに答えられないこと
も多かった。警職法反対斗争の時、私の職場に直
接警察権力の介入があった。労組での職務柄、私
も身辺の整理をしながら「卒業生ということで又
愛大が困るかな」と舌打ちしたが、それよりも先
生が許して下さることを確信していたし、それが
励ましにもなっていた。23年ごろの愛大生による
官憲の料亭遊び摘発には「学校にはずい分マイナ
スになった」と嘆いておられたのだが。先生に対
して学生の左翼から厳しい批判があるのを、上海
時代から知っていた。学長になられてから学者と
しての先生を惜しむ声が一応高くなったようだっ
た。その批判をくつがえす機関を私は待っていな
かった。だがある条件では、自分を抑えて責任を
とってゆかねばならない人がいる。無器用に先生
はその道をとられたと私は想像している。  
 
 おもかげの一端 
 
 書院のころ、先生は月曜日を訪問日と定めてお
られた。私達予科生はよく先生のところに集まっ
た。スランプだといってはお邪魔し、勉強をする
きっかけをつかもうとした。先生も無口だったの
で話がとぎれ、二人の息がいやに耳につくことも
度々だった。自宅では、先生はいつも和服で端然
と座しておられた。タバコを変な手つきで一寸手
にしておられた。黄色の箱のマーシャルだったこ
とを覚えている。餃子をすすめられたことがあっ
た。先生がチャオズといわれたと寮で笑話の種に
した。酒を御ちそうになったと自慢する奴がいた
が眉つばだ。 
 
 先生がおられるという一事だけで私は愛知大学
へ行った。又、先生の所で集まるようになった。
書院の予科生をよく覚えておられ、その消息をい
つも尋ねられた。特に内攻的な人を気にしておら
れた。豊川で見知らぬ鉄道員から話かけられたこ
とがある。小岩井先生がそのサークルで講演され
たとき、質問に答えて二時間も延長されたという
のである。「暑いときでしたがね。あんな先生に
教わるなんて幸せだ」彼はそういった。 
 父は私が愛大にいることに反対して退学手続き
をとった。アルバイトをしていた私はさすがに学
校を去ろうと決心した。先生に行きすがったと
き、経済的な理由でとその旨を告げた。先生は
「なぜすぐそのことをいいに来なかったか」と叱
られた。翌日は学校の運動会だったが同級の中久
二次達とハイキングに行ってしまった。後で先生
は、私が運動会に顔を見せなかったことをひどく
心に留めておられたことを知った。先生はアメリ
カ労働運動の年表をつくるように私に依頼され
た。何ともできが悪かった。先生は私に三千円を
渡されたが断った。「これは労働の報酬です」先
生は厳しくいわれた。まもなくして学校にできる
ことになった研究室に私を勤めさせて下さった。
仕事もしない悪い勤務者だったことに今だに冷汗
がでる。先生はアルバイトをする学生や、又どん
な方面でも勉強をする者にはいつも励げましを与
えておられたのだから。 
 
 着かなかった手紙 
 
 私は先生に届かない手紙を二度送った。一度目
は、20年8月15日だった。私は兵隊として陸軍
病院で日本降伏を知った。私は早速筆をとって一
日も早く学校へ戻りたいこと、敗戦に泣くヒト
ラー伍長は絶体にいなかったことを記した。この
手紙が着くことはなかった。 
 最後は、今年の2月19日だった。先生がお悪い
らしいと聞き、気にしながらつい遅れやっと御見
舞を記した。妻が投函したというのでほっとして
夕刊を手にとると、そこに先生の訃報があった。
三十年ごろからの民主々義運動のいろんな混迷に
私は戸惑っていた。運動の中に起こる障害と誤に
ついて、先生の心情をゆすって話をしたかった。
去年の夏、先生を訪れた。しかし先生はひどく疲
れておられるようだった。私は日を改めることに
した。或いは先生にお会いした安心感がそうさせ
たのか。 
 先生が東大病院に入院されたと聞き、却って
屡々お会できると喜んだが、警職法騒やなんかで
二度しかお見舞に伺わなかった。そして私が先生
の心の扉を開いておきたかったことも永遠に去っ
てしまったのである。 
  
 この間も先生が亡くなられた夢をみて、できっ
として床に起き上がった。そして夢であることに
ほっとしたのも束の間、はっきり日が覚めて先生
のおられないことを思い出し、哀しみが新らたに
わき上げてきた。 
だが、私は先生が亡くなられて始めてやっと、ひ
とりで甘えるずるさを捨てて人生に向き出したよ
うな気がしている。 
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 戦後、（昭和）24年の総選挙の時だった。友人
数人と先生を囲んだ際、誰かが先生の投票する政
党を尋ねた。しばらく黙された後、「党とすれば
やつばり共産党ですね、しかし批判はたくさんあ
ります。特に徳田 （球一）君にはどうも」と答え
られた。後、同じような会合でも「君達は入党し
たという噂だが若し事実とすれば困りますね」と
もいわれた。しかし書院当時六人の学友が工場で
爆死を遂げた時、痛い程寒い校庭に全学生四、五
十名を集め「安全が保証されない限り動員にはも
はや参加できない」と激しい態度を示されたの
に、私達学生が黙々としていたのを私達は恥じて
いたのである。卒業後、先生を訪ねるといつも先
生の方から先に労働者の状態や、管理者の態度、
労組のことを聞かれた。それに答えられないこと
も多かった。警職法反対斗争の時、私の職場に直
接警察権力の介入があった。労組での職務柄、私
も身辺の整理をしながら「卒業生ということで又
愛大が困るかな」と舌打ちしたが、それよりも先
生が許して下さることを確信していたし、それが
励ましにもなっていた。23年ごろの愛大生による
官憲の料亭遊び摘発には「学校にはずい分マイナ
スになった」と嘆いておられたのだが。先生に対
して学生の左翼から厳しい批判があるのを、上海
時代から知っていた。学長になられてから学者と
しての先生を惜しむ声が一応高くなったようだっ
た。その批判をくつがえす機関を私は待っていな
かった。だがある条件では、自分を抑えて責任を
とってゆかねばならない人がいる。無器用に先生
はその道をとられたと私は想像している。  
 
 おもかげの一端 
 
 書院のころ、先生は月曜日を訪問日と定めてお
られた。私達予科生はよく先生のところに集まっ
た。スランプだといってはお邪魔し、勉強をする
きっかけをつかもうとした。先生も無口だったの
で話がとぎれ、二人の息がいやに耳につくことも
度々だった。自宅では、先生はいつも和服で端然
と座しておられた。タバコを変な手つきで一寸手
にしておられた。黄色の箱のマーシャルだったこ
とを覚えている。餃子をすすめられたことがあっ
た。先生がチャオズといわれたと寮で笑話の種に
した。酒を御ちそうになったと自慢する奴がいた
が眉つばだ。 
 
 先生がおられるという一事だけで私は愛知大学
へ行った。又、先生の所で集まるようになった。
書院の予科生をよく覚えておられ、その消息をい
つも尋ねられた。特に内攻的な人を気にしておら
れた。豊川で見知らぬ鉄道員から話かけられたこ
とがある。小岩井先生がそのサークルで講演され
たとき、質問に答えて二時間も延長されたという
のである。「暑いときでしたがね。あんな先生に
教わるなんて幸せだ」彼はそういった。 
 父は私が愛大にいることに反対して退学手続き
をとった。アルバイトをしていた私はさすがに学
校を去ろうと決心した。先生に行きすがったと
き、経済的な理由でとその旨を告げた。先生は
「なぜすぐそのことをいいに来なかったか」と叱
られた。翌日は学校の運動会だったが同級の中久
二次達とハイキングに行ってしまった。後で先生
は、私が運動会に顔を見せなかったことをひどく
心に留めておられたことを知った。先生はアメリ
カ労働運動の年表をつくるように私に依頼され
た。何ともできが悪かった。先生は私に三千円を
渡されたが断った。「これは労働の報酬です」先
生は厳しくいわれた。まもなくして学校にできる
ことになった研究室に私を勤めさせて下さった。
仕事もしない悪い勤務者だったことに今だに冷汗
がでる。先生はアルバイトをする学生や、又どん
な方面でも勉強をする者にはいつも励げましを与
えておられたのだから。 
 
 着かなかった手紙 
 
 私は先生に届かない手紙を二度送った。一度目
は、20年8月15日だった。私は兵隊として陸軍
病院で日本降伏を知った。私は早速筆をとって一
日も早く学校へ戻りたいこと、敗戦に泣くヒト
ラー伍長は絶体にいなかったことを記した。この
手紙が着くことはなかった。 
 最後は、今年の2月19日だった。先生がお悪い
らしいと聞き、気にしながらつい遅れやっと御見
舞を記した。妻が投函したというのでほっとして
夕刊を手にとると、そこに先生の訃報があった。
三十年ごろからの民主々義運動のいろんな混迷に
私は戸惑っていた。運動の中に起こる障害と誤に
ついて、先生の心情をゆすって話をしたかった。
去年の夏、先生を訪れた。しかし先生はひどく疲
れておられるようだった。私は日を改めることに
した。或いは先生にお会いした安心感がそうさせ
たのか。 
 先生が東大病院に入院されたと聞き、却って
屡々お会できると喜んだが、警職法騒やなんかで
二度しかお見舞に伺わなかった。そして私が先生
の心の扉を開いておきたかったことも永遠に去っ
てしまったのである。 
  
 この間も先生が亡くなられた夢をみて、できっ
として床に起き上がった。そして夢であることに
ほっとしたのも束の間、はっきり日が覚めて先生
のおられないことを思い出し、哀しみが新らたに
わき上げてきた。 
だが、私は先生が亡くなられて始めてやっと、ひ
とりで甘えるずるさを捨てて人生に向き出したよ
うな気がしている。 
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今から十数年ぐらい前のある日、私は愛知大学
卒業後初めて、兵藤（旧性金田）雅子さんと東京
の銀座で再会した。実に30年振りだった。そして
小岩井学長が数年前に病気で亡くなられた事実を
知った。その瞬間、学長の端正な顔立ちと姿が脳
裏に浮かんできた。「私は病院にお見舞に行きま
した」と兵藤さんは愁いを帯びた優しい表情で
言った。私は学長の病気のことも知らず、病床に
お見舞いにも行かなかった自分を悔やんだ。 
 
私が愛知大学に入学したとき、女子学生の寮が
なかった。私の窮状を配慮して寮長の学生や寮委
員の学生たちが、いろいろと心配し、計らって下
さった結果、思草寮の個室に入寮することが許可
された。私は委員たちの並々ならぬ親切と友情を
大変嬉しく有難いと思い早速入寮したが、夜にな
れば窓の外の広い校庭が黒々とした暗闇と化し、
トイレも軍隊式の殺伐としたもので、不気味で恐
ろしく、命が縮む思いがした。そんな私を見かね
て、上海から来た予科生の秋元さんが、私を連れ
て学長官舎に頼みに行って下さった。 
 
官舎には大野さんという管理人の小母さんがい
て、憔悴し切っている私に同情し、親切にも小岩
井先生と相談した結果、食事は外食にして、部屋
だけなら暫く官舎に住んでも良いということに
なった。私が使わせてもらった部屋は奇麗な洋間
で、官舎で一番立派な来客用の部屋だった。その
部屋は宮様がお泊りになったこともあったそう
だ。私は伯父から入学祝に貰ったお金で、新しい
勉強机と椅子と、美しい青色の笠のついた電気ス
タンドを買った。ベットは大野さんの紹介で、大
工さんに作らせたがスプリングのよく効いた素敵
なシングルベッドだった。 
官舎は上品で優雅な雰囲気が漂っていた。時折
玄関や廊下で小岩井学長の姿を拝見し、ご挨拶を
交した。学長は背広を着ていたり、和服のことも
あったが、背が高くよく似合っていた。 
 
官舎には一学期の3ヶ月間住んだので、楽しい
思い出が幾つかあるが、特に忘れられないのは玉
井教授の経済学のテストを受けた時である。愛知
大学1年生の一般教養課程の経済学
は玉井教授の授業だった。教授は
「マルサスの人口論」を熱心に講義
された。一学期の期末テストの直前
に玉井教授は例題を何題か黒板に書
き、その中から一題をテストに出す
ということだった。例題の中には
「マルサスの人口論」もあったが、
他の例題は、まだ習っていないもの
ばかりだった。図書館から本を借り
て読んで勉強をしたが一題だけは難
し過ぎてどうしても解らなかった。
困った私は厚かましくも小岩井学長
先生に「教えて下さい」と頼みに
行った。学長はさすがに吃驚した様子だったが、
官舎の座敷で私一人のために講義して下さった。
私は学長の言葉の総てをノートに筆記しながら、
内容の理解に努めた。 
学長は黒っぽい和服を着て正座し、両腕を前で
組み、熟慮しながら、ゆっくりと話された。
「……資本主義は自由競争で……」。私は遅れな
いように「……資本主義は自由競走で……」と鉛
筆を走らせた。学長はテーブル越しに逆さにノー
トの字をご覧になって「自由競争の争の字は『走
る』でなく『争う』です」と注意した。私は自分
の幼稚さを恥ずかしく思いながら消しゴムで
「走」の字を消して「争」と書き直した。 
このように勉強したのに、結局、玉井教授の期
末テストは、例題のうちから一題を選んで書けと
いうものだったので私は「マルサスの人口論」を
選び教授の授業内容をそのままに答案用紙にビッ
シリと書いて提出した。その結果、私は経済学の
テストの成績は百点を頂いた。 
 
私は官舎で小岩井学長はじめ、同じく官舎に住
む竹井教授や管理人の大野さんのお母さんに温か
く接して頂き、希望に胸を膨らませて愛知大学一
年生のスタートを切った。しかし、二学期が始
まった9月に学生運動のリーダー格の先輩に校庭
で呼び止められた。「学長官舎には教授しか住ま
ない規則なのだ。君は学生だから官舎に住んでは
いけない」と厳しく注意された。これに対して小
岩井学長は「学長としてはあなたが官舎にいても
別に構いません。一部屋空いているのだから」と
おっしゃった。けれども私は「もしも私のことで
学長に何等かのご迷惑が掛かっては申し訳けな
い」と思った。 
 
私は素晴しいリベラリストとして、世界にも名
高い小岩井学長先生を心から尊敬していた。同時
に私は愛知大学の先輩や同学年の友達を心から敬
愛していた。だから私は直に下宿先を見つけて
早々に官舎を出払った。しかし、愛知大学を卒業
して何年経っても小岩井学長先生と上品で優雅
だった短い官舎生活を決して忘れることができな
い。 
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【わが人生、五十年の軌跡より】 
                中俣富三郎 
 
 モンテンルパ刑務所の5年は長かった。死刑囚
の数が70人を越し、独房が足りなくなったの
で、三畳ほどの部屋に三人ずつ入れられた。昼間
は廊下を散歩したり、そこで棋や麻雀で遊ぶこと
も認められた。そうした面はかなり寛大だった
が、食事がひどかった。刑の執行もしばらく行わ
れず、対日講和や日比賠償も話題にのぼり出した
ので、もう処刑はないのではないかといった楽観
論も台頭していた。 
 ところがある夜、セブ島ケースの17人が独房
から呼び出され、朝までに全員が次々と処刑され
たことが翌日になって分かった。絞首台の傍らに
は、次に処刑される者のための何十かの墓穴が用
意されていると伝えられ、くるべきときがきたと
いう、沈痛な空気が独房内に充満した。 
 そのとき私は、親兄弟への遺書と同時に、豊橋
に書院の後身ともいえる愛大ができ、そこに小岩
井淨先生がおられるとだれかの手紙にあったのを
思い出し、そのときの悲痛な気持ちを先生に訴え
る手紙を書き、教戒師に投函してもらった。 
 処刑はその後執行されず、やや愁眉を開いてい
るころ、届いた手紙の中に、朝日新聞の社説の切
り抜きがはいっていた。社説には、小岩井先生に
あてた私の手紙の一部が引用され、比島に残され
ている戦犯を救おうと訴えられていた。あの社説
が最初ののろしとなり、戦犯救出の運動が大きく
盛りあがった。そのあと、海軍の同期生の辻豊記
者がモンテンルパを訪れ、朝日本紙や週刊誌にわ
れわれの状況を詳しく伝えてくれたり、歌手の渡
辺はま子さんが「モンテンルパの夜は更けて」を
歌い、同情と関心がいっきに高まったようだ。あ
ちこちの同窓や知人が、街頭で集められた、たく
さんの方の署名入り助命嘆願書がキリノ大統領の
もとに届けられた。 
 帰国後、豊橋に小岩井先生をお訪ねしたとき、
先生は私の獄中からの手紙を見てびっくりされ、
すぐ朝日本社にお知り合いの笠信太郎主幹を訪ね
られ、比島戦犯の救出を社説で取り上げてもらっ
た経緯をお伺いし、温かい師の恩に私は頭がさ
がった。 
 ……中略…… 
 まだ巣鴨プリズンに籍のあったころ、豊橋に出
かけ、小岩井先生や鹿児島の先輩、杉本出雲教授
(40期)のお宅、愛大名古屋分校の事務局長をして
いた43期の西願寺君のところに代わりばんこに
居候をしていた。そのころ同期の小貫君が中日豊
橋支局のデスクとして活躍していた。私も、でき
たらどこか新聞社に入りたかった。小岩井先生の
ご紹介で、中日新聞の鈴木充編集局長に会いに
いったことがあった。二十分ほどいろいろ聞かれ
たのち、鈴木さんは、「三十過ぎてから新聞記者
になるのはちょっと無理だな。新聞社は慈善事業
ではないからな。いくら小岩井先生の紹介で
も……」といわれた。豊橋に帰って、そのことを
先生に報告すると、先生はだまって苦笑しておら
れた。 
 ……後略…… 
 学徒兵中俣富三郎氏の助命運動が、昭和26年2月18日に朝日新聞に取り上げられ話題になった。 
 この恩師と教え子のことを紹介したい。 
  
 同氏は同文書院在学中に、学徒兵として海軍航空隊に入隊しフィリッピン
で敗戦を迎え、隊員14名と共に絞首刑の判決を受けたもので、獄中で同文
書院教授であった小岩井教授の名を内地の新聞で発見して、同教授に宛てて
祖国への愛と、学問への情熱、無実の罪を手紙に書き送ったことが発端と
なって、助命活動が始まった。 
 すでに死亡していたと思われていた同氏の生存を知り、愛大関係者をはじ
め同文書院同窓生が中心になって署名活動を行い、二月末これらを取りまと
め、小岩井教授自身が極東委員会・フィリッピン代表部に教え子の減刑を嘆
願した。 
 また、小岩井教授が東京に出向いた時には、書院40期石丸岩夫氏が東京
の荻窪に在住していたので、そこを宿舎として活動をした。 
 その結果キリノ大統領の好意により、他の死刑被宣告者と共に無期刑に軽
減され、内地に送還された。これは当時占領下の日本で、戦犯に対してこの
ような運動がなされたこと事態稀有なことである。また朝日新聞の昭和26
年3月12日の社説にも「減刑の願い」として取り上げられた。 
 中俣富三郎 氏略歴 
鹿児島県出身、旧制鹿屋中学卒業後東亜同文書院入学、予備学生として館山砲術学校、マニラ警備
隊、戦後戦犯として死刑の判決、昭和28年釈放。 
東京新聞の記者を20年（特派員として香港・サイゴン・北京に勤務）外務省の海外広報誌の編集を10
年、そのあと「北京週報」の専家として招かれ北京に。 
272
愛知大学記念館(旧本館) 
1908年 旧陸軍第15師団司令団本部
として竣工 
1946-96年 愛知大学本館として使用 
1998年 文化庁により国の登録有形文
化財に指定 
 
今から十数年ぐらい前のある日、私は愛知大学
卒業後初めて、兵藤（旧性金田）雅子さんと東京
の銀座で再会した。実に30年振りだった。そして
小岩井学長が数年前に病気で亡くなられた事実を
知った。その瞬間、学長の端正な顔立ちと姿が脳
裏に浮かんできた。「私は病院にお見舞に行きま
した」と兵藤さんは愁いを帯びた優しい表情で
言った。私は学長の病気のことも知らず、病床に
お見舞いにも行かなかった自分を悔やんだ。 
 
私が愛知大学に入学したとき、女子学生の寮が
なかった。私の窮状を配慮して寮長の学生や寮委
員の学生たちが、いろいろと心配し、計らって下
さった結果、思草寮の個室に入寮することが許可
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れば窓の外の広い校庭が黒々とした暗闇と化し、
トイレも軍隊式の殺伐としたもので、不気味で恐
ろしく、命が縮む思いがした。そんな私を見かね
て、上海から来た予科生の秋元さんが、私を連れ
て学長官舎に頼みに行って下さった。 
 
官舎には大野さんという管理人の小母さんがい
て、憔悴し切っている私に同情し、親切にも小岩
井先生と相談した結果、食事は外食にして、部屋
だけなら暫く官舎に住んでも良いということに
なった。私が使わせてもらった部屋は奇麗な洋間
で、官舎で一番立派な来客用の部屋だった。その
部屋は宮様がお泊りになったこともあったそう
だ。私は伯父から入学祝に貰ったお金で、新しい
勉強机と椅子と、美しい青色の笠のついた電気ス
タンドを買った。ベットは大野さんの紹介で、大
工さんに作らせたがスプリングのよく効いた素敵
なシングルベッドだった。 
官舎は上品で優雅な雰囲気が漂っていた。時折
玄関や廊下で小岩井学長の姿を拝見し、ご挨拶を
交した。学長は背広を着ていたり、和服のことも
あったが、背が高くよく似合っていた。 
 
官舎には一学期の3ヶ月間住んだので、楽しい
思い出が幾つかあるが、特に忘れられないのは玉
井教授の経済学のテストを受けた時である。愛知
大学1年生の一般教養課程の経済学
は玉井教授の授業だった。教授は
「マルサスの人口論」を熱心に講義
された。一学期の期末テストの直前
に玉井教授は例題を何題か黒板に書
き、その中から一題をテストに出す
ということだった。例題の中には
「マルサスの人口論」もあったが、
他の例題は、まだ習っていないもの
ばかりだった。図書館から本を借り
て読んで勉強をしたが一題だけは難
し過ぎてどうしても解らなかった。
困った私は厚かましくも小岩井学長
先生に「教えて下さい」と頼みに
行った。学長はさすがに吃驚した様子だったが、
官舎の座敷で私一人のために講義して下さった。
私は学長の言葉の総てをノートに筆記しながら、
内容の理解に努めた。 
学長は黒っぽい和服を着て正座し、両腕を前で
組み、熟慮しながら、ゆっくりと話された。
「……資本主義は自由競争で……」。私は遅れな
いように「……資本主義は自由競走で……」と鉛
筆を走らせた。学長はテーブル越しに逆さにノー
トの字をご覧になって「自由競争の争の字は『走
る』でなく『争う』です」と注意した。私は自分
の幼稚さを恥ずかしく思いながら消しゴムで
「走」の字を消して「争」と書き直した。 
このように勉強したのに、結局、玉井教授の期
末テストは、例題のうちから一題を選んで書けと
いうものだったので私は「マルサスの人口論」を
選び教授の授業内容をそのままに答案用紙にビッ
シリと書いて提出した。その結果、私は経済学の
テストの成績は百点を頂いた。 
 
私は官舎で小岩井学長はじめ、同じく官舎に住
む竹井教授や管理人の大野さんのお母さんに温か
く接して頂き、希望に胸を膨らませて愛知大学一
年生のスタートを切った。しかし、二学期が始
まった9月に学生運動のリーダー格の先輩に校庭
で呼び止められた。「学長官舎には教授しか住ま
ない規則なのだ。君は学生だから官舎に住んでは
いけない」と厳しく注意された。これに対して小
岩井学長は「学長としてはあなたが官舎にいても
別に構いません。一部屋空いているのだから」と
おっしゃった。けれども私は「もしも私のことで
学長に何等かのご迷惑が掛かっては申し訳けな
い」と思った。 
 
私は素晴しいリベラリストとして、世界にも名
高い小岩井学長先生を心から尊敬していた。同時
に私は愛知大学の先輩や同学年の友達を心から敬
愛していた。だから私は直に下宿先を見つけて
早々に官舎を出払った。しかし、愛知大学を卒業
して何年経っても小岩井学長先生と上品で優雅
だった短い官舎生活を決して忘れることができな
い。 
愛知大学記念館(旧本館) 
1908年 旧陸軍第15師団司令団本部
として竣工 
1946-96年 愛知大学本館として使用 
1998年 文化庁により国の登録有形文
化財に指定 
 
【わが人生、五十年の軌跡より】 
                中俣富三郎 
 
 モンテンルパ刑務所の5年は長かった。死刑囚
の数が70人を越し、独房が足りなくなったの
で、三畳ほどの部屋に三人ずつ入れられた。昼間
は廊下を散歩したり、そこで棋や麻雀で遊ぶこと
も認められた。そうした面はかなり寛大だった
が、食事がひどかった。刑の執行もしばらく行わ
れず、対日講和や日比賠償も話題にのぼり出した
ので、もう処刑はないのではないかといった楽観
論も台頭していた。 
 ところがある夜、セブ島ケースの17人が独房
から呼び出され、朝までに全員が次々と処刑され
たことが翌日になって分かった。絞首台の傍らに
は、次に処刑される者のための何十かの墓穴が用
意されていると伝えられ、くるべきときがきたと
いう、沈痛な空気が独房内に充満した。 
 そのとき私は、親兄弟への遺書と同時に、豊橋
に書院の後身ともいえる愛大ができ、そこに小岩
井淨先生がおられるとだれかの手紙にあったのを
思い出し、そのときの悲痛な気持ちを先生に訴え
る手紙を書き、教戒師に投函してもらった。 
 処刑はその後執行されず、やや愁眉を開いてい
るころ、届いた手紙の中に、朝日新聞の社説の切
り抜きがはいっていた。社説には、小岩井先生に
あてた私の手紙の一部が引用され、比島に残され
ている戦犯を救おうと訴えられていた。あの社説
が最初ののろしとなり、戦犯救出の運動が大きく
盛りあがった。そのあと、海軍の同期生の辻豊記
者がモンテンルパを訪れ、朝日本紙や週刊誌にわ
れわれの状況を詳しく伝えてくれたり、歌手の渡
辺はま子さんが「モンテンルパの夜は更けて」を
歌い、同情と関心がいっきに高まったようだ。あ
ちこちの同窓や知人が、街頭で集められた、たく
さんの方の署名入り助命嘆願書がキリノ大統領の
もとに届けられた。 
 帰国後、豊橋に小岩井先生をお訪ねしたとき、
先生は私の獄中からの手紙を見てびっくりされ、
すぐ朝日本社にお知り合いの笠信太郎主幹を訪ね
られ、比島戦犯の救出を社説で取り上げてもらっ
た経緯をお伺いし、温かい師の恩に私は頭がさ
がった。 
 ……中略…… 
 まだ巣鴨プリズンに籍のあったころ、豊橋に出
かけ、小岩井先生や鹿児島の先輩、杉本出雲教授
(40期)のお宅、愛大名古屋分校の事務局長をして
いた43期の西願寺君のところに代わりばんこに
居候をしていた。そのころ同期の小貫君が中日豊
橋支局のデスクとして活躍していた。私も、でき
たらどこか新聞社に入りたかった。小岩井先生の
ご紹介で、中日新聞の鈴木充編集局長に会いに
いったことがあった。二十分ほどいろいろ聞かれ
たのち、鈴木さんは、「三十過ぎてから新聞記者
になるのはちょっと無理だな。新聞社は慈善事業
ではないからな。いくら小岩井先生の紹介で
も……」といわれた。豊橋に帰って、そのことを
先生に報告すると、先生はだまって苦笑しておら
れた。 
 ……後略…… 
 学徒兵中俣富三郎氏の助命運動が、昭和26年2月18日に朝日新聞に取り上げられ話題になった。 
 この恩師と教え子のことを紹介したい。 
  
 同氏は同文書院在学中に、学徒兵として海軍航空隊に入隊しフィリッピン
で敗戦を迎え、隊員14名と共に絞首刑の判決を受けたもので、獄中で同文
書院教授であった小岩井教授の名を内地の新聞で発見して、同教授に宛てて
祖国への愛と、学問への情熱、無実の罪を手紙に書き送ったことが発端と
なって、助命活動が始まった。 
 すでに死亡していたと思われていた同氏の生存を知り、愛大関係者をはじ
め同文書院同窓生が中心になって署名活動を行い、二月末これらを取りまと
め、小岩井教授自身が極東委員会・フィリッピン代表部に教え子の減刑を嘆
願した。 
 また、小岩井教授が東京に出向いた時には、書院40期石丸岩夫氏が東京
の荻窪に在住していたので、そこを宿舎として活動をした。 
 その結果キリノ大統領の好意により、他の死刑被宣告者と共に無期刑に軽
減され、内地に送還された。これは当時占領下の日本で、戦犯に対してこの
ような運動がなされたこと事態稀有なことである。また朝日新聞の昭和26
年3月12日の社説にも「減刑の願い」として取り上げられた。 
 中俣富三郎 氏略歴 
鹿児島県出身、旧制鹿屋中学卒業後東亜同文書院入学、予備学生として館山砲術学校、マニラ警備
隊、戦後戦犯として死刑の判決、昭和28年釈放。 
東京新聞の記者を20年（特派員として香港・サイゴン・北京に勤務）外務省の海外広報誌の編集を10
年、そのあと「北京週報」の専家として招かれ北京に。 
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